
〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
宍
戸 

邦
夫

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
南
澤 

克
彦

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
田
邊 

介
三

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
本 

数
博 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
岡 

隆
文

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
今
年
の
梅
雨
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
西
日
本
で
は
暑
い
日

が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、
平
成

30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
や
昨
年

の
８
月
豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
た

大
雨
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
２
月
よ
り
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

り
、
化
石
燃
料
や
食
料
品
・
電
気

等
あ
ら
ゆ
る
物
が
高
騰
し
、
生
活

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
自
然
災
害
の
対
応
策
、
コ
ロ
ナ

と
共
存
し
た
生
活
環
境
、
さ
ら
に

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
課
題
な

ど
「
市
民
の
命
と
財
産
を
守
り
ぬ

く
」
そ
の
大
き
な
使
命
を
議
会
議

員
は
担
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に
自

覚
し
忘
れ
ま
い
、
と
の
思
い
で
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
新
田
　
和
明
）

２０
２２ （
令
和
４
）年
８
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会

編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  https ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
74号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記
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毛利元就公墓前祭（7月16日）

吉　田

八千代南保育園（6月4日）

第34回 町老連スポーツ大会

美土里 リハビリ体操
～（ころげん体操・歌体操・口腔体操）～
　　　　　　　　　　　いつも元気に行っています

高美園通所介護事業所（7月11日）

高　宮

ガムシャラフェス大成功！

頑張ってる人を応援する音楽イベント開催

甲　田 収穫間近！特産えびす茶

保垣地区圃場（7月1日）

向　原

今に引き継ぐ　協同一致

4年ぶりの開催！

八千代 コロナ禍の中の運動会！
楽しいな！

第74号 ２０２２（令和４）年８月１５日発行

あんな  こんな

地域のかがやき

一問一答 

7人が市政を問う6月定例会
第1回臨時会
常任委員会報告

賛否表

安芸高田市
市議会のページ

･･･････････  2～　6
･･････････････  6
･････  7～11

･････････････････････  12

･･･  13～16
　

･････････  20

今回の題字は、 さん（甲田小学校6年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

移動式投票所：吉田高校内で期日前投票する生徒達（7月5日）

おおたに つ き の



議会のうごき議会のうごき

4月

4月～6月の
議会の主な活動状況
4月～6月の
議会の主な活動状況

5月
12日　議会運営委員会
20日　第1回臨時会
　　　　全員協議会

6月
　3日　議会運営委員会
10日　第2回定例会（開会）
13日　予算決算常任委員会
　　　　議会広報特別委員会
15日　本会議（一般質問）
16日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
20日　全員協議会
21日　総務文教常任委員会
22日　産業厚生常任委員会
27日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　和
木

　ま
り
子
　さん

　友
達
に
誘
わ
れ
て
初
め

て
行
っ
た
け
ど
、
議
員
さ

ん
達
の
仕
事
ぶ
り
も
見
れ

た
し
良
か
っ
た
で
す
。
昼

前
見
た
感
じ
と
し
て
は
市

長
は
的
確
に
言
わ
れ
て
い

た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
ね
。
副
市
長
の
話

を
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
っ
て
も
安
芸
高
田
市
の

人
口
だ
と
一
人
で
い
い
と

思
い
ま
す
よ
。
議
員
を
半

分
に
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
か
な
。
段
階
的
に

変
え
て
い
く
方
が
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
よ
。
安

芸
高
田
市
以
外
の
地
域
の

人
達
か
ら
も
注
目
の
的
、

あ
る
意
味
す
ご
い
こ
と
だ

よ
ね
。

甲
田
町

　　奥
田

　順
子
　さん

　今
回
、
初
め
て
市
議
会

定
例
会
に
行
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
感
想
と
し

て
、
私
は
今
実
家
の
田
ん

ぼ
の
管
理
で
困
っ
て
い
る

の
で
、
今
日
の
農
業
振
興

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に

す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
議
員
さ
ん
の
質
問
と

市
長
さ
ん
の
考
え
を
聞
い

て
い
て
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
安
心
し
、
私
の
実
家
の

こ
と
で
す
が
母
も
亡
く
な

り
、
実
家
だ
っ
た
家
も
売

れ
、
私
が
田
ん
ぼ
な
ど
不

動
産
の
管
理
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
不
安
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会だより第74号へのリンク（8月25日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第3回定例会は
　9月上旬から開会を予定しています

　1日　全員協議会
11日　議会広報特別委員会
20日　全員協議会
26日　議会広報特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

●P7　一般会計補正予算（第13号）　「歳出」の表
　・広域ネットワーク管理事業費　〈誤〉　3,506　→　〈正〉　△3,506
　・児童手当給付事業費　　　　　〈誤〉△2,591　→　〈正〉△25,910
　
●P14　一般質問　山本数博議員の見出し
　・〈誤〉市長／民家の賃貸住宅～　→　〈正〉市長／民間の賃貸住宅～

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1819

中国市議会議長会　議員表彰

７月１４～１７日の４日間、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマによる意見交換を行った後、テーマ以外の意見もお聞きしました。
詳しい内容については次号の議会だよりにて掲載する予定です。

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

議員24年　：　熊高　昌三
議員20年　：　秋田　雅朝

全国市議会議長会　議員表彰
議員15年　：　山本　　優
議員10年　：　山根　温子

表　彰表　彰

地域懇談会地域懇談会

73号の誤記訂正について73号の誤記訂正について

議会の
うごき

議会だより第73号に誤りがありました。
訂正し、お詫びいたします。お詫びと訂正

安芸高田市議会だより 23 第74号　令和4年 8 月15日発行

6月定例会6月定例会 6月定例会6月定例会

議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」

①抜本的な財政健全化の必要性
議員8名削減によって人件費約4,500万円圧縮可能。副市長の約1,200万円と比べかなり負担軽減となる。
②市民の評価
居眠りをする、一般質問をしない、説明責任を果たさない、こんな議員はいらないという声を多く聞いている。

一般会計補正予算（第2号）一般会計補正予算（第2号）
（コロナ禍の臨時特別給付事業、官民連携手法検討調査業務等）

予算総額200億5473万円予算総額200億5473万円
・議会議員定数条例の一部を改正する条例
・市議会議員及び市長の選挙における選挙運動費用の
　公費負担に関する条例の一部を改正する条例
・エコヴィレッジかわね／高宮淡水魚養殖施設　
　設置及び管理条例を廃止する条例

　　
６
月
定
例
会

　　
６
月
定
例
会
を
６
月
10
〜
27

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
予

算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し

ま
し
た
。

（
↓
７
ペ
ー
ジ
）　

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
↓
８
〜
11
ペ
ー
ジ
）　

　　
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
16
の
同
意
案
と
５
議
案
に
つ

い
て
は
、
議
案
第
43
号
「
議
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」は
否
決
、そ
の
他
の
議
案
、

議
員
発
議
２
件
は
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
↓
12
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
↓
13
〜
16
ペ
ー
ジ
）

　■
議
案
第
43
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
賛
成
少
数
↓
否
決

　（詳
細
　
３
〜
６
ペ
ー
ジ
）

　　■
議
員
発
議
（
２
件
）

　○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
少
人
数
学
級
、
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
　

■
主
な
議
案
審
査
の

　
　
　
概
要
と
質
疑

　■
同
意
第
４
〜
19
号

　
公
平
委
員
会
委
員
（
４
号
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
（
５
〜
７
号
）

　
農
業
委
員
会
委
員
（
８
〜
19

号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
選
任
・
任
命
に
同

意
す
る
も
の
。

　
※
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
の
氏
名
に
つ

い
て
は
、
広
報
あ
き
た
か
た
及

び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
議
案
第
44
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
及
び
安

芸
高
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　　
■
概
要

　
令
和
４
年
４
月
６
日
に
公

布
お
よ
び
施
行
さ
れ
た
「
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
伴
う
も

の
。

　　■
議
案
第
45
号

安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

か
わ
ね
設
置
及
び
管
理
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

■
議
案
第
46
号

安
芸
高
田
市
高
宮
淡
水
魚
養
殖

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

（
詳
細
　
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　　
■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

主
な
審
査

提案内容 議員定数　16→８へ半減するもの
提案理由 副市長定数削減の理由と全く同じ

可決

可決

否決
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議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」

①抜本的な財政健全化の必要性
議員8名削減によって人件費約4,500万円圧縮可能。副市長の約1,200万円と比べかなり負担軽減となる。
②市民の評価
居眠りをする、一般質問をしない、説明責任を果たさない、こんな議員はいらないという声を多く聞いている。

一般会計補正予算（第2号）一般会計補正予算（第2号）
（コロナ禍の臨時特別給付事業、官民連携手法検討調査業務等）

予算総額200億5473万円予算総額200億5473万円
・議会議員定数条例の一部を改正する条例
・市議会議員及び市長の選挙における選挙運動費用の
　公費負担に関する条例の一部を改正する条例
・エコヴィレッジかわね／高宮淡水魚養殖施設　
　設置及び管理条例を廃止する条例

　　
６
月
定
例
会

　　
６
月
定
例
会
を
６
月
10
〜
27

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
予

算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し

ま
し
た
。

（
↓
７
ペ
ー
ジ
）　

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
↓
８
〜
11
ペ
ー
ジ
）　

　　
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
16
の
同
意
案
と
５
議
案
に
つ

い
て
は
、
議
案
第
43
号
「
議
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」は
否
決
、そ
の
他
の
議
案
、

議
員
発
議
２
件
は
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
↓
12
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
↓
13
〜
16
ペ
ー
ジ
）

　■
議
案
第
43
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
賛
成
少
数
↓
否
決

　（詳
細
　
３
〜
６
ペ
ー
ジ
）

　　■
議
員
発
議
（
２
件
）

　○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
少
人
数
学
級
、
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
　

■
主
な
議
案
審
査
の

　
　
　
概
要
と
質
疑

　■
同
意
第
４
〜
19
号

　
公
平
委
員
会
委
員
（
４
号
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
（
５
〜
７
号
）

　
農
業
委
員
会
委
員
（
８
〜
19

号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
選
任
・
任
命
に
同

意
す
る
も
の
。

　
※
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
の
氏
名
に
つ

い
て
は
、
広
報
あ
き
た
か
た
及

び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
議
案
第
44
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
及
び
安

芸
高
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　　
■
概
要

　
令
和
４
年
４
月
６
日
に
公

布
お
よ
び
施
行
さ
れ
た
「
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
伴
う
も

の
。

　　■
議
案
第
45
号

安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

か
わ
ね
設
置
及
び
管
理
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

■
議
案
第
46
号

安
芸
高
田
市
高
宮
淡
水
魚
養
殖

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

（
詳
細
　
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　　
■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

主
な
審
査

提案内容 議員定数　16→８へ半減するもの
提案理由 副市長定数削減の理由と全く同じ

可決

可決

否決

議会のうごき議会のうごき

4月

4月～6月の
議会の主な活動状況
4月～6月の
議会の主な活動状況

5月
12日　議会運営委員会
20日　第1回臨時会
　　　　全員協議会

6月
　3日　議会運営委員会
10日　第2回定例会（開会）
13日　予算決算常任委員会
　　　　議会広報特別委員会
15日　本会議（一般質問）
16日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
20日　全員協議会
21日　総務文教常任委員会
22日　産業厚生常任委員会
27日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　和
木

　ま
り
子
　さん

　友
達
に
誘
わ
れ
て
初
め

て
行
っ
た
け
ど
、
議
員
さ

ん
達
の
仕
事
ぶ
り
も
見
れ

た
し
良
か
っ
た
で
す
。
昼

前
見
た
感
じ
と
し
て
は
市

長
は
的
確
に
言
わ
れ
て
い

た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
ね
。
副
市
長
の
話

を
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
っ
て
も
安
芸
高
田
市
の

人
口
だ
と
一
人
で
い
い
と

思
い
ま
す
よ
。
議
員
を
半

分
に
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
か
な
。
段
階
的
に

変
え
て
い
く
方
が
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
よ
。
安

芸
高
田
市
以
外
の
地
域
の

人
達
か
ら
も
注
目
の
的
、

あ
る
意
味
す
ご
い
こ
と
だ

よ
ね
。

甲
田
町

　　奥
田

　順
子
　さん

　今
回
、
初
め
て
市
議
会

定
例
会
に
行
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
感
想
と
し

て
、
私
は
今
実
家
の
田
ん

ぼ
の
管
理
で
困
っ
て
い
る

の
で
、
今
日
の
農
業
振
興

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に

す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
議
員
さ
ん
の
質
問
と

市
長
さ
ん
の
考
え
を
聞
い

て
い
て
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
安
心
し
、
私
の
実
家
の

こ
と
で
す
が
母
も
亡
く
な

り
、
実
家
だ
っ
た
家
も
売

れ
、
私
が
田
ん
ぼ
な
ど
不

動
産
の
管
理
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
不
安
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会だより第74号へのリンク（8月25日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第3回定例会は
　9月上旬から開会を予定しています

　1日　全員協議会
11日　議会広報特別委員会
20日　全員協議会
26日　議会広報特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

●P7　一般会計補正予算（第13号）　「歳出」の表
　・広域ネットワーク管理事業費　〈誤〉　3,506　→　〈正〉　△3,506
　・児童手当給付事業費　　　　　〈誤〉△2,591　→　〈正〉△25,910
　
●P14　一般質問　山本数博議員の見出し
　・〈誤〉市長／民家の賃貸住宅～　→　〈正〉市長／民間の賃貸住宅～

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1819

中国市議会議長会　議員表彰

７月１４～１７日の４日間、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマによる意見交換を行った後、テーマ以外の意見もお聞きしました。
詳しい内容については次号の議会だよりにて掲載する予定です。

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

議員24年　：　熊高　昌三
議員20年　：　秋田　雅朝

全国市議会議長会　議員表彰
議員15年　：　山本　　優
議員10年　：　山根　温子

表　彰表　彰

地域懇談会地域懇談会

73号の誤記訂正について73号の誤記訂正について

議会の
うごき

議会だより第73号に誤りがありました。
訂正し、お詫びいたします。お詫びと訂正



安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行

政務活動費政務活動費

1617

一般
質問

熊
高

　ス
ポ
ー
ツ
庁
の

提
言
す
る
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
活
用
は
。

教
育
長
　
令
和
5
年
度

か
ら
3
年
間
で
改
革

し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
あ
り
方
も
議
論

を
始
め
て
い
る
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て　熊高

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
条
例
の
必
要
性
は
。

市
長
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。一
方
、

思
想
信
条
は
憲
法
に
定

め
が
あ
り
、
個
人
の
意

志
は
尊
重
さ
れ
る
。
相

反
す
る
概
念
の
中
で
、

行
政
が
条
例
等
に
よ
っ

て
強
制
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
状
況
は

　熊
高

　進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
策
定
委
員
会
の

中
で
専
門
的
知
見
を

持
っ
た
正
副
委
員
長
を

中
心
に
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
事
実
を
確
認

し
、課
題
を
洗
い
出
し
、

市
民
に
も
分
か
り
や
す

い
議
論
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

中学校でのスポーツクラブ活動状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

②
市
役
所
機
能
に
つ
い
て

③
神
楽
公
演
に
つ
い
て

④
政
治
改
革
に
つ
い
て

❺
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

❻
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

南
澤

　公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
用

途
廃
止
の
基
準
は
①
耐

用
年
数 

②
低
需
要 

③

建
て
替
え
困
難
な
立

地
、
と
あ
る
。
い
ず
れ

も
該
当
し
な
い
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
膨
張
亀
裂

な
ど
か
ら
安
全
性
確
保

が
出
来
な
い
た
め
判
断

し
た
。

南
澤

　耐
震
診
断
は
。

河
野
建
設
部
長
　

行
っ
て
い
な
い
。

南
澤

　計
画
に
は
「
耐

震
性
不
足
の
た
め
…
」

と
あ
る
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
の
落
下
が

発
生
し
て
い
る
。
耐
震

性
が
理
由
で
は
な
い
。

安
全
性
の
問
題
。

市
長
　
計
画
は
基
本
指

針
で
は
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
全
て
を
履
行

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
な

ど
事
実
を
重
視
し
判
断

し
た
。

南
澤

　収
支
は
黒
字
。

長
く
活
用
す
る
こ
と
が

財
政
的
に
も
、
入
居
者

に
も
よ
い
。
4
年
後
の

用
途
廃
止
ま
で
契
約
更

新
を
認
め
る
考
え
は
な

い
か
。

河
野
建
設
部
長
　
個
別

相
談
会
で
要
望
を
受
け

て
い
る
。
契
約
延
長
を

す
る
。

住民が提出した請願書

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
有
常
友
・
甲
田
住
宅
の
住
宅

用
途
廃
止
に
つ
い
て

②
住
宅
政
策
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

※政務活動費を使用した活動による支出額が交付額（年間 36 万円）を超えている場合は、交付額を
記載しています。（超えた部分は自己負担です。）
※すべての支出について、領収書等で確認しています。
※　巿ホームページ　→　安芸高田市議会　のページにも掲載しています。

条例に基づき、議員の調査研究・活動に要するために必要な経費の一部が交付されます。
安芸高田市では、議員個人に月額３万円交付されています。

令和３年度　政務活動費収支報告令和３年度　政務活動費収支報告

南澤　克彦

田邊　介三

山本　数博

武岡　隆文

新田　和明

芦田　宏治

山根　温子

先川　和幸

児玉　史則

大下　正幸

山本　優　

熊高　昌三

秋田　雅朝

金行　哲昭

石飛　慶久

宍戸　邦夫

合　　計

氏　名 交付金額 支出額
調査研究費 研修費

支出内訳 残余金
（返納額）資料作成費 資料購入費

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

申請なし

4,320,000

161,987

23,232

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,590

70,876

41,448

―

―

1,008,384

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

0

0

―

―

0

5,000

13,222

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

6,400

0

―

―

24,622

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

270

0

0

―

―

270

156,987

10,010

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,320

64,476

41,448

―

―

983,492

198,013

336,768

―

247,724

319,200

172,581

326,120

360,000

―

320,124

312,000

111,410

289,124

318,552

―

―

3,311,616

（単位：円）

請願の趣旨
　市有住宅の廃止に伴う入居者に対す
る対応についてのお願い
請願の要望事項
１　退去期間の延長。
２　低所得者、年金受給者、身障者、
1人親家庭、病気により働けない
者等の公営住宅入居基準者に対す
る住宅の建設、又は、住居費の救
済援助を求める。

３　上記、１・２に関しての協議会を
設けること。

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

か
ん
か
ん
が
く
が
く

ゆ
ち
ゃ
く
だ
ん
ご
う

そ
し
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熊
高

　ス
ポ
ー
ツ
庁
の

提
言
す
る
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
活
用
は
。

教
育
長
　
令
和
5
年
度

か
ら
3
年
間
で
改
革

し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
あ
り
方
も
議
論

を
始
め
て
い
る
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て　熊高

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
条
例
の
必
要
性
は
。

市
長
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。一
方
、

思
想
信
条
は
憲
法
に
定

め
が
あ
り
、
個
人
の
意

志
は
尊
重
さ
れ
る
。
相

反
す
る
概
念
の
中
で
、

行
政
が
条
例
等
に
よ
っ

て
強
制
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
状
況
は

　熊
高

　進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
策
定
委
員
会
の

中
で
専
門
的
知
見
を

持
っ
た
正
副
委
員
長
を

中
心
に
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
事
実
を
確
認

し
、課
題
を
洗
い
出
し
、

市
民
に
も
分
か
り
や
す

い
議
論
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

中学校でのスポーツクラブ活動状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

②
市
役
所
機
能
に
つ
い
て

③
神
楽
公
演
に
つ
い
て

④
政
治
改
革
に
つ
い
て

❺
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

❻
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

南
澤

　公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
用

途
廃
止
の
基
準
は
①
耐

用
年
数 

②
低
需
要 

③

建
て
替
え
困
難
な
立

地
、
と
あ
る
。
い
ず
れ

も
該
当
し
な
い
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
膨
張
亀
裂

な
ど
か
ら
安
全
性
確
保

が
出
来
な
い
た
め
判
断

し
た
。

南
澤

　耐
震
診
断
は
。

河
野
建
設
部
長
　

行
っ
て
い
な
い
。

南
澤

　計
画
に
は
「
耐

震
性
不
足
の
た
め
…
」

と
あ
る
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
の
落
下
が

発
生
し
て
い
る
。
耐
震

性
が
理
由
で
は
な
い
。

安
全
性
の
問
題
。

市
長
　
計
画
は
基
本
指

針
で
は
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
全
て
を
履
行

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
な

ど
事
実
を
重
視
し
判
断

し
た
。

南
澤

　収
支
は
黒
字
。

長
く
活
用
す
る
こ
と
が

財
政
的
に
も
、
入
居
者

に
も
よ
い
。
4
年
後
の

用
途
廃
止
ま
で
契
約
更

新
を
認
め
る
考
え
は
な

い
か
。

河
野
建
設
部
長
　
個
別

相
談
会
で
要
望
を
受
け

て
い
る
。
契
約
延
長
を

す
る
。

住民が提出した請願書

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
有
常
友
・
甲
田
住
宅
の
住
宅

用
途
廃
止
に
つ
い
て

②
住
宅
政
策
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

※政務活動費を使用した活動による支出額が交付額（年間 36 万円）を超えている場合は、交付額を
記載しています。（超えた部分は自己負担です。）
※すべての支出について、領収書等で確認しています。
※　巿ホームページ　→　安芸高田市議会　のページにも掲載しています。

条例に基づき、議員の調査研究・活動に要するために必要な経費の一部が交付されます。
安芸高田市では、議員個人に月額３万円交付されています。

令和３年度　政務活動費収支報告令和３年度　政務活動費収支報告

南澤　克彦

田邊　介三

山本　数博

武岡　隆文

新田　和明

芦田　宏治

山根　温子

先川　和幸

児玉　史則

大下　正幸

山本　優　

熊高　昌三

秋田　雅朝

金行　哲昭

石飛　慶久

宍戸　邦夫

合　　計

氏　名 交付金額 支出額
調査研究費 研修費

支出内訳 残余金
（返納額）資料作成費 資料購入費

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

申請なし

4,320,000

161,987

23,232

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,590

70,876

41,448

―

―

1,008,384

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

0

0

―

―

0

5,000

13,222

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

6,400

0

―

―

24,622

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

270

0

0

―

―

270

156,987

10,010

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,320

64,476

41,448

―

―

983,492

198,013

336,768

―

247,724

319,200

172,581

326,120

360,000

―

320,124

312,000

111,410

289,124

318,552

―

―

3,311,616

（単位：円）

請願の趣旨
　市有住宅の廃止に伴う入居者に対す
る対応についてのお願い
請願の要望事項
１　退去期間の延長。
２　低所得者、年金受給者、身障者、
1人親家庭、病気により働けない
者等の公営住宅入居基準者に対す
る住宅の建設、又は、住居費の救
済援助を求める。

３　上記、１・２に関しての協議会を
設けること。

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

か
ん
か
ん
が
く
が
く

ゆ
ち
ゃ
く
だ
ん
ご
う

そ
し



　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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補正予算補正予算

一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加
一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加

4
年
度
補
正

可

決
令和4年度一般会計補正予算（第2号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億8,978万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
200億5,473万円とするものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

企　画　部 18,032

1．歳出【通常分】

過疎地域持続的発展基金積立金300
官民連携手法検討調査業務委託料17,732

産　業　部 21,698

エコヴィレッジかわね不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,700
高宮淡水魚養殖施設不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,500
商工業振興施設（八千代町フォルテ）照明器具改修工事3,220
企業連携推進事業補助金等13,870
農業振興施設管理運営費（工事請負費）785
外郭団体等運営指導事業費（備品購入費）623

教育委員会 5,286 毛利元就郡山城入城500年記念協賛事業補助金等

議会事務局 2,376 委員会議事録作成委託料等

合　　　計 47,392

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナ
ウイルス
感染症対策

142,394

2.歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

〔住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費〕83,056
　臨時特別給付金、システム改修業務委託料等
〔子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費〕24,369
　特別給付金、システム改修業務委託料等
〔新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費〕7,682
　手数料、通信運搬費等
〔新型コロナウイルスワクチン接種事業費〕27,287
　新型コロナウイルスワクチン接種委託料

合　　　計 142,394

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明
国庫支出金 166,730

3.歳入

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費補助金等

県 支 出 金 △439 チャレンジ・里山ワーク事業補助金

市　　　債 9,500 過疎地域持続的発展基金造成
消防用資機材搬送車等整備事業

繰　入　金 13,995 財政調整基金繰入金、ふるさと応援基金繰入金

合　　　計 189,786

6月定例会6月定例会

第1回
臨時議会
5月20日

一般会計5608万2千円追加一般会計5608万2千円追加
（4回目のコロナワクチン接種費用）

予算総額198億6494万4千円予算総額198億6494万4千円
（一般会計補正予算第1号）

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　
承
認 

第
２
号
【
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

　
承
認 

第
３
号 

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

　　
■
概
要

地
方
税
法
等
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
４
年
３
月

31
日
付
で
公
布
さ
れ
４
月
１
日
付
で
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
の
一
部
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
専
決
処
分
と
し
た
も
の
。

　
承
認 

第
４
号
【
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　　
■
概
要

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
。

接
種
の
準
備
を
早
期
に
進
め
る
た
め
専
決
処
分
と

し
た
も
の
。

○
議
案 

第
41
号 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案 

第
42
号 

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
発
議 

第
４
号 

市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
■
概
要

第
41
号
、
第
42
号
お
よ
び
発
議
第
４
号
は
、
と
も

に
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
変
更
。

　い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
・
可
決
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一般
質問

一般
質問

田
邊

　「市
政
の
動
き
」

に
議
員
の
居
眠
り
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
事
実

確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
私
自
身
が
現
場

を
確
認
し
て
い
る
。
加

え
て
、
3
月
29
日
付
け

で
議
長
へ
議
員
の
指
導

を
要
請
す
る
通
知
を

送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

反
論
や
異
議
申
し
立
て

が
な
か
っ
た
た
め
、
事

実
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。

田
邊

　寝
て
い
た
と

思
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ

「
ら
し
き
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
た
の
か
。

市
長

　目
を
閉
じ
た
ま

ま
何
ら
身
動
き
が
な
い

状
態
と
い
う
の
は
、
客

観
的
か
つ
一
般
的
に
居

眠
り
と
評
さ
れ
る
。

田
邊

　常
習
化
と
感
じ

て
い
た
な
ら
も
っ
と
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
居
眠
り
へ
の
対

応
は
本
来
、
執
行
部
の

仕
事
で
は
な
い
。

　※「
議
員
定
数
の
条
例

改
正
に
つ
い
て
」
は
６

月
10
日
に
審
議
さ
れ
た

た
め
質
問
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。

「広報あきたかた」5月号の「市政の動き」吉田町都市計画図

田邊　介三
（シセイクラブ）

金
行

　政
治
再
建
と
し

て
政
治
の
わ
か
る
化
、

都
市
開
発
と
し
て
将
来

を
考
え
た
投
資
、
産
業

創
出
と
し
て
リ
モ
ー
ト

を
活
か
し
た
人
材
の
確

保
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
政
治
再
建
は
、

道
半
ば
と
い
う
評
価
、

政
治
の
見
え
る
化
、
分

か
る
化
を
一
層
進
め

る
。
都
市
開
発
と
産
業

創
出
は
中
長
期
の
目
標

で
神
楽
門
前
湯
治
村
、

公
共
交
通
機
関
、病
院
・

防
災
に
つ
い
て
は
取
組

に
着
手
し
て
い
る
。
産

業
創
出
は
、
I
T
の
活

用
と
人
材
の
確
保
に
言

及
し
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
っ

て
築
い
て
い
る
。

金
行

　人
口
減
少
と
高

齢
化
の
対
策
は
。

市
長
　
人
口
減
は
回
避

不
能
を
前
提
に
持
続
可

能
な
形
を
模
索
し
て
い

る
。
高
齢
者
も
生
活
、

行
動
の
様
式
も
変
わ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
に
合
わ
せ
高
齢
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。石丸市長の選挙公約

金行　哲昭
（無所属）

石
飛

　課
題
解
決
を
す

る
都
市
計
画
事
業
の
具

現
化
を
目
標
と
し
た
計

画
策
定
か
を
伺
う
。

市
長
　
都
市
マ
ス
自
体

は
事
業
の
具
体
化
を
目

標
と
し
な
い
。

石
飛

　吉
田
都
市
計
画

区
域
の
都
市
計
画
に
関

す
る
方
針
に
、
神
楽
を

取
り
込
む
可
能
性
は
。

市
長
　
吉
田
都
市
計
画

区
域
の
方
針
に
神
楽
を

盛
り
込
む
可
能
性
は
ゼ

ロ
。

石
飛

　都
市
計
画
に
お

い
て
、
良
好
な
住
環
境

及
び
治
水
対
策
の
都
市

施
設
と
し
て
定
め
、
記

載
す
べ
き
。

市
長
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
こ
の
先

で
検
討
し
て
い
く
手
順

と
な
っ
て
い
る
。

石
飛

　都
市
計
画
審
議

会
の
開
催
は
。

猪
掛
企
画
部
長
　
都
市

計
画
審
議
会
は
、
予
定

を
修
正
し
、
7
月
と
3

月
末
に
計
画
。
吉
田
地

域
は
、
都
市
計
画
・
立

地
適
正
化
計
画
等
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
。

石飛　慶久
（無所属）

秋
田

　労
働
力
不
足
対

策
の
一
案
と
し
て
、
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
展
開
を
検
討
で
き
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
の
農
業
振

興
に
は
、
分
業
・
協
業

を
進
め
る
べ
き
で
、
事

業
体
と
の
連
携
・
活
用

も
必
要
だ
と
思
う
。
そ

の
際
の
課
題
が
農
業
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
体
の
確
保
で
、
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

そ
れ
に
応
じ
た
事
業
者

を
募
り
、
市
内
業
者
の

育
成
、
市
外
で
の
活
動

事
業
者
を
呼
び
込
む
と

い
う
二
軸
で
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　農
地
関
連
法
成
立
の

見
解

秋
田

　農
地
利
用
の
将

来
像
を
描
く
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域

計
画
と
し
て
策
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
法
」

の
今
後
の
見
解
は
。

市
長
　
プ
ラ
ン
作
成
に

は
職
員
等
の
人
手
不
足

の
課
題
が
あ
り
、
作
業

に
お
け
る
効
率
化
が
求

め
ら
れ
、
地
域
ご
と
に

状
況
が
異
な
る
の
で
作

成
の
難
易
度
を
見
極
め

な
が
ら
の
対
応
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

農業支援サービス事業イメージ
（出典：農林水産省農産局ホームページ）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶「
広
報
あ
き
た
か
た
」
に
つ
い

て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
世
界
で
一
番
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
農
業
振
興
に
お
け
る
労
働
力
不

足
対
策
に
つ
い
て

❷
人
・
農
地
関
連
法
成
立
に
対
す

る
今
後
の
見
解
は

③
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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一般
質問

一般
質問

田
邊

　「市
政
の
動
き
」

に
議
員
の
居
眠
り
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
事
実

確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
私
自
身
が
現
場

を
確
認
し
て
い
る
。
加

え
て
、
3
月
29
日
付
け

で
議
長
へ
議
員
の
指
導

を
要
請
す
る
通
知
を

送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

反
論
や
異
議
申
し
立
て

が
な
か
っ
た
た
め
、
事

実
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。

田
邊

　寝
て
い
た
と

思
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ

「
ら
し
き
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
た
の
か
。

市
長

　目
を
閉
じ
た
ま

ま
何
ら
身
動
き
が
な
い

状
態
と
い
う
の
は
、
客

観
的
か
つ
一
般
的
に
居

眠
り
と
評
さ
れ
る
。

田
邊

　常
習
化
と
感
じ

て
い
た
な
ら
も
っ
と
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
居
眠
り
へ
の
対

応
は
本
来
、
執
行
部
の

仕
事
で
は
な
い
。

　※「
議
員
定
数
の
条
例

改
正
に
つ
い
て
」
は
６

月
10
日
に
審
議
さ
れ
た

た
め
質
問
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。

「広報あきたかた」5月号の「市政の動き」吉田町都市計画図

田邊　介三
（シセイクラブ）

金
行

　政
治
再
建
と
し

て
政
治
の
わ
か
る
化
、

都
市
開
発
と
し
て
将
来

を
考
え
た
投
資
、
産
業

創
出
と
し
て
リ
モ
ー
ト

を
活
か
し
た
人
材
の
確

保
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
政
治
再
建
は
、

道
半
ば
と
い
う
評
価
、

政
治
の
見
え
る
化
、
分

か
る
化
を
一
層
進
め

る
。
都
市
開
発
と
産
業

創
出
は
中
長
期
の
目
標

で
神
楽
門
前
湯
治
村
、

公
共
交
通
機
関
、病
院
・

防
災
に
つ
い
て
は
取
組

に
着
手
し
て
い
る
。
産

業
創
出
は
、
I
T
の
活

用
と
人
材
の
確
保
に
言

及
し
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
っ

て
築
い
て
い
る
。

金
行

　人
口
減
少
と
高

齢
化
の
対
策
は
。

市
長
　
人
口
減
は
回
避

不
能
を
前
提
に
持
続
可

能
な
形
を
模
索
し
て
い

る
。
高
齢
者
も
生
活
、

行
動
の
様
式
も
変
わ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
に
合
わ
せ
高
齢
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。石丸市長の選挙公約

金行　哲昭
（無所属）

石
飛

　課
題
解
決
を
す

る
都
市
計
画
事
業
の
具

現
化
を
目
標
と
し
た
計

画
策
定
か
を
伺
う
。

市
長
　
都
市
マ
ス
自
体

は
事
業
の
具
体
化
を
目

標
と
し
な
い
。

石
飛

　吉
田
都
市
計
画

区
域
の
都
市
計
画
に
関

す
る
方
針
に
、
神
楽
を

取
り
込
む
可
能
性
は
。

市
長
　
吉
田
都
市
計
画

区
域
の
方
針
に
神
楽
を

盛
り
込
む
可
能
性
は
ゼ

ロ
。

石
飛

　都
市
計
画
に
お

い
て
、
良
好
な
住
環
境

及
び
治
水
対
策
の
都
市

施
設
と
し
て
定
め
、
記

載
す
べ
き
。

市
長
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
こ
の
先

で
検
討
し
て
い
く
手
順

と
な
っ
て
い
る
。

石
飛

　都
市
計
画
審
議

会
の
開
催
は
。

猪
掛
企
画
部
長
　
都
市

計
画
審
議
会
は
、
予
定

を
修
正
し
、
7
月
と
3

月
末
に
計
画
。
吉
田
地

域
は
、
都
市
計
画
・
立

地
適
正
化
計
画
等
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
。

石飛　慶久
（無所属）

秋
田

　労
働
力
不
足
対

策
の
一
案
と
し
て
、
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
展
開
を
検
討
で
き
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
の
農
業
振

興
に
は
、
分
業
・
協
業

を
進
め
る
べ
き
で
、
事

業
体
と
の
連
携
・
活
用

も
必
要
だ
と
思
う
。
そ

の
際
の
課
題
が
農
業
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
体
の
確
保
で
、
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

そ
れ
に
応
じ
た
事
業
者

を
募
り
、
市
内
業
者
の

育
成
、
市
外
で
の
活
動

事
業
者
を
呼
び
込
む
と

い
う
二
軸
で
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　農
地
関
連
法
成
立
の

見
解

秋
田

　農
地
利
用
の
将

来
像
を
描
く
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域

計
画
と
し
て
策
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
法
」

の
今
後
の
見
解
は
。

市
長
　
プ
ラ
ン
作
成
に

は
職
員
等
の
人
手
不
足

の
課
題
が
あ
り
、
作
業

に
お
け
る
効
率
化
が
求

め
ら
れ
、
地
域
ご
と
に

状
況
が
異
な
る
の
で
作

成
の
難
易
度
を
見
極
め

な
が
ら
の
対
応
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

農業支援サービス事業イメージ
（出典：農林水産省農産局ホームページ）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶「
広
報
あ
き
た
か
た
」
に
つ
い

て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
世
界
で
一
番
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
農
業
振
興
に
お
け
る
労
働
力
不

足
対
策
に
つ
い
て

❷
人
・
農
地
関
連
法
成
立
に
対
す

る
今
後
の
見
解
は

③
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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補正予算補正予算

一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加
一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加

4
年
度
補
正

可

決
令和4年度一般会計補正予算（第2号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億8,978万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
200億5,473万円とするものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

企　画　部 18,032

1．歳出【通常分】

過疎地域持続的発展基金積立金300
官民連携手法検討調査業務委託料17,732

産　業　部 21,698

エコヴィレッジかわね不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,700
高宮淡水魚養殖施設不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,500
商工業振興施設（八千代町フォルテ）照明器具改修工事3,220
企業連携推進事業補助金等13,870
農業振興施設管理運営費（工事請負費）785
外郭団体等運営指導事業費（備品購入費）623

教育委員会 5,286 毛利元就郡山城入城500年記念協賛事業補助金等

議会事務局 2,376 委員会議事録作成委託料等

合　　　計 47,392

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナ
ウイルス
感染症対策

142,394

2.歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

〔住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費〕83,056
　臨時特別給付金、システム改修業務委託料等
〔子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費〕24,369
　特別給付金、システム改修業務委託料等
〔新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費〕7,682
　手数料、通信運搬費等
〔新型コロナウイルスワクチン接種事業費〕27,287
　新型コロナウイルスワクチン接種委託料

合　　　計 142,394

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明
国庫支出金 166,730

3.歳入

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費補助金等

県 支 出 金 △439 チャレンジ・里山ワーク事業補助金

市　　　債 9,500 過疎地域持続的発展基金造成
消防用資機材搬送車等整備事業

繰　入　金 13,995 財政調整基金繰入金、ふるさと応援基金繰入金

合　　　計 189,786

6月定例会6月定例会

第1回
臨時議会
5月20日

一般会計5608万2千円追加一般会計5608万2千円追加
（4回目のコロナワクチン接種費用）

予算総額198億6494万4千円予算総額198億6494万4千円
（一般会計補正予算第1号）

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　
承
認 

第
２
号
【
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

　
承
認 

第
３
号 

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

　　
■
概
要

地
方
税
法
等
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
４
年
３
月

31
日
付
で
公
布
さ
れ
４
月
１
日
付
で
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
の
一
部
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
専
決
処
分
と
し
た
も
の
。

　
承
認 

第
４
号
【
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　　
■
概
要

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
。

接
種
の
準
備
を
早
期
に
進
め
る
た
め
専
決
処
分
と

し
た
も
の
。

○
議
案 

第
41
号 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案 

第
42
号 

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
発
議 

第
４
号 

市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
■
概
要

第
41
号
、
第
42
号
お
よ
び
発
議
第
４
号
は
、
と
も

に
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
変
更
。

　い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
・
可
決



「少人数学級、教職員定数の改善及び義務教
育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る
2023 年度政府予算への意見書」提出に関す
る陳情

〔陳情者〕
増川美和子
（広島県教職員組合山県・安芸高田支区委員長）

〔要旨〕
　２０２１年の法改正により、小学校の学級編成
標準は段階的に３５人に引き下げられた。また、
豊かな学びや学校の働き方改革を実現するには
加配教員の増員や定数改善も必要である。子ど
もたちが全国どこに住んでいても一定水準の教育
を受けられること、こうした観点から地方自治法９９
条の規定に基づき意見書を提出するもの。

〔審査結果〕
　本陳情は委員会で採択し、発議することとした。

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をし
ないこと』を決議し、島根県及び中国電
力（株）に決議したことを通知すること」
に関する陳情

〔陳情者〕
増野一恵
溝田一成
（島根原発再稼働を止めよう連絡会代表）

〔要旨〕
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難
先となっているが、十分な対策ができていな
い。また、１９８９年に営業運転し、政府が
運転しないという４０年越えに迫っている。

〔審査結果〕
　本陳情は立地自治体や周辺自治体が
様 な々事情を勘案し、再稼働に同意してい
る等のことから不採択とした。
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総務文教総務文教 総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
６
月
21
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
2
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

6
件
を
受
け
ま
し
た
。

（
陳
情
）

○「『
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
再
稼
働

を
し
な
い
こ
と
』
を

決
議
し
、
島
根
県
及

び
中
国
電
力（
株
）に

決
議
し
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
」他

１
件

（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
変
更
の
周

知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
他
５
件

　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

開
庁
時
間
変
更
に
伴
う

周
知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
■
概
要

　
本
庁
・
支
所
の
開
庁

時
間
を
10
月
１
日
よ
り

９
時
か
ら
17
時
に
変
更
、

ま
た
支
所
の
宿
日
直
を

廃
止
し
、
機
械
警
備
に

変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　
こ
の
開
庁
・

閉
庁
時
間
を
ず
ら
す
こ

と
の
市
民
に
と
っ
て
の

利
益
は
ど
こ
に
。

石
丸
市
長
　
抜
本
的
な

財
政
健
全
化
や
行
政
の

ス
リ
ム
化
は
市
民
に
と

っ
て
必
要
。

山
本
（
数
）　
財
政
健
全

化
に
つ
な
が
る
と
は
思

え
な
い
が
。

石
丸
市
長
　
行
政
の
効

率
化
は
、
財
政
健
全
化

の
基
本
中
の
基
本
で
あ

る
。

山
本
（
数
）　
時
間
変
更

に
つ
い
て
旧
６
町
へ
、

住
民
説
明
会
を
さ
れ
る

の
か
。

石
丸
市
長
　
そ
の
よ
う

な
計
画
は
な
い
。

証明書発行件数

本　　　庁
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

合　　計

　299
42
34
25
63
69

532

173
20
7
2
36
42

280

庁　舎　名

※令和3年9月から12月の証明書発行
　件数

8時30分
～9時

17時～
17時15分

陳　情 陳　情

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
学
校

施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
一
般
公
募
の
結
果
、

最
終
的
に
旧
郷
野
小
学

校
、
旧
刈
田
小
学
校
、

旧
小
田
東
小
学
校
の
３

件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
７
月
中
に
審
査
会

な
ど
を
経
て
契
約
の
締

結
へ
結
び
付
け
て
い
く
。

早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら

事
業
開
始
を
目
指
す
。

報
告
事
項

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計

画
策
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
第
１
回
・
第
２

回
の
委
員
会
開
催
状
況

と
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
地
域
意
見
交
換
会
開

催
な
ど
を
行
い
、
来
年

３
月
に
か
け
３
回
程
度

策
定
委
員
会
を
開
催
の

上
、
地
域
別
構
想
や
立

地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
年
度
末
に
は
地
域

別
構
想
の
概
要
を
公
表

す
る
と
い
う
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　吉
田
町
に
集

約
さ
れ
、
各
旧
町
の
賑

わ
い
ゾ
ー
ン
の
今
後
は
。

高
下
政
策
企
画
課
長
　

お
店
や
金
融
機
関
な
ど

生
活
に
必
要
な
機
関
は

当
然
維
持
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
伴
う
説
明
会
開
催
状

況
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
上
で
、
統
合
計
画

を
策
定
し
教
育
委
員
会

会
議
で
方
針
を
決
定
す

る
予
定
。
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
市
内
保
育

所
・
幼
稚
園
、
小
学
校

の
保
護
者
に
説
明
会
を

実
施
済
。Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

等
学
校
関
係
団
体
や
学

校
運
営
協
議
会
に
７
月

上
旬
ま
で
に
説
明
会
を

終
え
る
予
定
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　一
般
市
民
か

ら
の
意
見
を
聞
く
場
を

も
つ
考
え
は
。

石
丸
市
長
　「
全
く
関
係

の
な
い
市
民
の
意
見

を
」
と
の
こ
と
だ
が
、

素
案
を
作
成
し
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
最
適
で
あ

る
。

新
田
　
9
時
以
前
と
17

時
以
降
の
証
明
書
発
行

件
数
は
。

新
谷
総
務
課
長
　
左
上

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
田
　
職
員
１
人
が
年

間
約
１
５
０
時
間
残
業

と
の
こ
と
だ
が
、
実
際

ど
の
位
経
費
削
減
が
で

き
る
の
か
。

新
谷
総
務
課
長
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
と
概
算

で
年
間
約
４
０
０
万
円

削
減
で
き
る
と
計
算
し

て
い
る
。

山
本(

数)

　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
が
時
間
外
と
し

て
あ
が
っ
て
い
る
の
か
。

石
丸
市
長
　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
業
務
に
は
対
価

が
発
生
す
る
、
時
間
外

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
違

法
と
な
る
。

先
川
　
県
や
他
の
市
・

町
と
の
調
整
や
協
議
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

石
丸
市
長
　
直
接
行
っ

て
議
論
・
説
明
し
大
変

強
く
賛
同
い
た
だ
い
た
。

令和4年10月から　9時開庁・17時閉庁となる本庁・各支所

利活用が期待される旧来原小学校
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賛 否 表賛 否 表

賛否表

1213

※今号より議会基本条例に基づき賛否表を掲載することになりました。
　第6条（4）議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。

宍

　戸

　邦

　夫

審

　査

　結

　果

議

　
　決

　
　日

山

　本

　
　
　優

先

　川

　和

　幸

山

　根

　温

　子

新

　田

　和

　明

武

　岡

　隆

　文

山

　本

　数

　博

南

　澤

　克

　彦

石

　飛

　慶

　久

金

　行

　哲

　昭

秋

　田

　雅

　朝

熊

　高

　昌

　三

芦

　田

　宏

　治

大

　下

　正

　幸

児

　玉

　史

　則

田

　邊

　介

　三

議

　
　員

　
　名

議

　
　案

　
　名

番

　
　
　
　
　号

種

　
　
　
　
　類

委員会 産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

会　派

＊●●●●●●●●●●○●●●●

＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○
＊○○○○○○○○＊○○○○○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

●●●＊●●●●

○○○＊○○○○

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

本会議

本会議

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

1

2

3

4

5

6

議案

議案

議案

議案

議案

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

下記議案については全員賛成で同意・承認・可決

　■令和4年第1回　臨時議会（5月20日）
承認　第2号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市税条例等の一部を改正する条例】
承認　第3号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例】
承認　第4号　専決処分した事件の承認について 【令和4年度　安芸高田市一般会計補正予算（第1号）】
議案　第41号　安芸高田市職員の給与に関する条例及び安芸高田市一般職の任期付職員の採用等に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例
議案　第42号　安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 
発議　第4号　安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

　■令和4年第2回　定例議会（6月10日～27日）
同意　第4号　公平委員会委員の選任の同意について
同意　第5～７号　固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について
同意　第8～19号　農業委員会委員の選任の同意について
発議　第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書について
発議 第6号 少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る意見
　　　　　 書について

安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例

安芸高田市議会議員及び安芸高田市長の選挙における選挙
運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市エコヴィレッジかわね
設置及び管理条例を廃止する条例

安芸高田市高宮淡水魚養殖施設
設置及び管理条例を廃止する条例

令和４年度　安芸高田市一般会計補正予算

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を決議し、
島根県及び中国電力(株)に決議したことを通知すること」に関する陳情

児童福祉の環境改善に関する陳情書

別居・離婚後の共同親権及び共同養育の
法整備に関する陳情書

女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

こども家庭庁発足に先立つ児童相談所の早期改善
に係る意見書の提出に関する陳情書

少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合
引き上げに係る2023年度政府予算への意見書提出に関する陳情

＊…議長、委員長は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

否決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

6/10

6/10

6/22
6/27
6/22
6/27
6/13
6/27

6/21

6/22

6/22

6/22

6/22

6/21

芦田　宏治
（無所属）

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演
に
つ

い
て

②
毛
利
元
就
の
郡
山
城
入
城
5
0
0
年
の
記

念
事
業
と
登
山
道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

③
副
市
長
の
1
人
体
制
へ
の
変
更
と
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

一般
質問

ひろしま安芸高田神楽大阪公演（羽佐竹神楽団）

芦
田

　関
西
圏
で
初
め

て
と
な
る
ひ
ろ
し
ま
安

芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演

を
5
月
14
日
に
開
催
し

た
が
成
果
を
伺
う
。

市
長

　大
阪
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
は
満
席
と
な

り
、
従
来
の
東
京
公
演

は
5
百
万
円
か
ら
1
千

万
円
の
市
の
持
ち
出
し

が
あ
っ
た
が
今
回
は
2

百
万
円
ま
で
圧
縮
し

た
。
フ
ァ
ン
層
拡
大
の

取
組
も
始
ま
り
収
穫
の

多
い
事
業
だ
っ
た
。

芦
田

　今
回
の
成
果
を

市
内
の
観
光
全
般
に
波

及
効
果
を
出
す
た
め
の

施
策
を
伺
う
。

市
長

　J
R
や
旅
行
会

社
と
連
携
し
て
、
ま
ず

は
関
西
か
ら
の
誘
客
に

注
力
し
、
全
市
的
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

芦
田

　安
芸
高
田
市
に

は
22
の
神
楽
団
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
公
演
回
数
が
激

減
し
、
ど
の
神
楽
団
も

厳
し
い
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
神
楽

団
が
活
動
し
や
す
い
支

援
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　神
楽
団
を
支
え

る
方
法
と
し
て
は
、
公

演
す
る
機
会
の
創
出
を

通
し
て
活
動
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

一般質問
7人が市政を問う【QRコードの使い方】

①スマートフォンの
　カメラを起動する。
②カメラの画面で
　QRコードを映す。
③画面上部に出るリンクを
　タッチして開く。

今号より一般質問の
レイアウトが変わりました。

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本



「少人数学級、教職員定数の改善及び義務教
育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る
2023 年度政府予算への意見書」提出に関す
る陳情

〔陳情者〕
増川美和子
（広島県教職員組合山県・安芸高田支区委員長）

〔要旨〕
　２０２１年の法改正により、小学校の学級編成
標準は段階的に３５人に引き下げられた。また、
豊かな学びや学校の働き方改革を実現するには
加配教員の増員や定数改善も必要である。子ど
もたちが全国どこに住んでいても一定水準の教育
を受けられること、こうした観点から地方自治法９９
条の規定に基づき意見書を提出するもの。

〔審査結果〕
　本陳情は委員会で採択し、発議することとした。

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をし
ないこと』を決議し、島根県及び中国電
力（株）に決議したことを通知すること」
に関する陳情

〔陳情者〕
増野一恵
溝田一成
（島根原発再稼働を止めよう連絡会代表）

〔要旨〕
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難
先となっているが、十分な対策ができていな
い。また、１９８９年に営業運転し、政府が
運転しないという４０年越えに迫っている。

〔審査結果〕
　本陳情は立地自治体や周辺自治体が
様 な々事情を勘案し、再稼働に同意してい
る等のことから不採択とした。

安芸高田市議会だより 89 第74号　令和4年 8 月15日発行

総務文教総務文教 総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
６
月
21
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
2
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

6
件
を
受
け
ま
し
た
。

（
陳
情
）

○「『
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
再
稼
働

を
し
な
い
こ
と
』
を

決
議
し
、
島
根
県
及

び
中
国
電
力（
株
）に

決
議
し
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
」他

１
件

（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
変
更
の
周

知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
他
５
件

　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

開
庁
時
間
変
更
に
伴
う

周
知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
■
概
要

　
本
庁
・
支
所
の
開
庁

時
間
を
10
月
１
日
よ
り

９
時
か
ら
17
時
に
変
更
、

ま
た
支
所
の
宿
日
直
を

廃
止
し
、
機
械
警
備
に

変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　
こ
の
開
庁
・

閉
庁
時
間
を
ず
ら
す
こ

と
の
市
民
に
と
っ
て
の

利
益
は
ど
こ
に
。

石
丸
市
長
　
抜
本
的
な

財
政
健
全
化
や
行
政
の

ス
リ
ム
化
は
市
民
に
と

っ
て
必
要
。

山
本
（
数
）　
財
政
健
全

化
に
つ
な
が
る
と
は
思

え
な
い
が
。

石
丸
市
長
　
行
政
の
効

率
化
は
、
財
政
健
全
化

の
基
本
中
の
基
本
で
あ

る
。

山
本
（
数
）　
時
間
変
更

に
つ
い
て
旧
６
町
へ
、

住
民
説
明
会
を
さ
れ
る

の
か
。

石
丸
市
長
　
そ
の
よ
う

な
計
画
は
な
い
。

証明書発行件数

本　　　庁
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

合　　計

　299
42
34
25
63
69

532

173
20
7
2
36
42

280

庁　舎　名

※令和3年9月から12月の証明書発行
　件数

8時30分
～9時

17時～
17時15分

陳　情 陳　情

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
学
校

施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
一
般
公
募
の
結
果
、

最
終
的
に
旧
郷
野
小
学

校
、
旧
刈
田
小
学
校
、

旧
小
田
東
小
学
校
の
３

件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
７
月
中
に
審
査
会

な
ど
を
経
て
契
約
の
締

結
へ
結
び
付
け
て
い
く
。

早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら

事
業
開
始
を
目
指
す
。

報
告
事
項

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計

画
策
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
第
１
回
・
第
２

回
の
委
員
会
開
催
状
況

と
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
地
域
意
見
交
換
会
開

催
な
ど
を
行
い
、
来
年

３
月
に
か
け
３
回
程
度

策
定
委
員
会
を
開
催
の

上
、
地
域
別
構
想
や
立

地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
年
度
末
に
は
地
域

別
構
想
の
概
要
を
公
表

す
る
と
い
う
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　吉
田
町
に
集

約
さ
れ
、
各
旧
町
の
賑

わ
い
ゾ
ー
ン
の
今
後
は
。

高
下
政
策
企
画
課
長
　

お
店
や
金
融
機
関
な
ど

生
活
に
必
要
な
機
関
は

当
然
維
持
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
伴
う
説
明
会
開
催
状

況
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
上
で
、
統
合
計
画

を
策
定
し
教
育
委
員
会

会
議
で
方
針
を
決
定
す

る
予
定
。
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
市
内
保
育

所
・
幼
稚
園
、
小
学
校

の
保
護
者
に
説
明
会
を

実
施
済
。Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

等
学
校
関
係
団
体
や
学

校
運
営
協
議
会
に
７
月

上
旬
ま
で
に
説
明
会
を

終
え
る
予
定
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　一
般
市
民
か

ら
の
意
見
を
聞
く
場
を

も
つ
考
え
は
。

石
丸
市
長
　「
全
く
関
係

の
な
い
市
民
の
意
見

を
」
と
の
こ
と
だ
が
、

素
案
を
作
成
し
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
最
適
で
あ

る
。

新
田
　
9
時
以
前
と
17

時
以
降
の
証
明
書
発
行

件
数
は
。

新
谷
総
務
課
長
　
左
上

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
田
　
職
員
１
人
が
年

間
約
１
５
０
時
間
残
業

と
の
こ
と
だ
が
、
実
際

ど
の
位
経
費
削
減
が
で

き
る
の
か
。

新
谷
総
務
課
長
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
と
概
算

で
年
間
約
４
０
０
万
円

削
減
で
き
る
と
計
算
し

て
い
る
。

山
本(

数)

　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
が
時
間
外
と
し

て
あ
が
っ
て
い
る
の
か
。

石
丸
市
長
　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
業
務
に
は
対
価

が
発
生
す
る
、
時
間
外

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
違

法
と
な
る
。

先
川
　
県
や
他
の
市
・

町
と
の
調
整
や
協
議
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

石
丸
市
長
　
直
接
行
っ

て
議
論
・
説
明
し
大
変

強
く
賛
同
い
た
だ
い
た
。

令和4年10月から　9時開庁・17時閉庁となる本庁・各支所

利活用が期待される旧来原小学校
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清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

本会議

本会議

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

1

2

3

4

5

6

議案

議案

議案

議案

議案

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

下記議案については全員賛成で同意・承認・可決

　■令和4年第1回　臨時議会（5月20日）
承認　第2号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市税条例等の一部を改正する条例】
承認　第3号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例】
承認　第4号　専決処分した事件の承認について 【令和4年度　安芸高田市一般会計補正予算（第1号）】
議案　第41号　安芸高田市職員の給与に関する条例及び安芸高田市一般職の任期付職員の採用等に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例
議案　第42号　安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 
発議　第4号　安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

　■令和4年第2回　定例議会（6月10日～27日）
同意　第4号　公平委員会委員の選任の同意について
同意　第5～７号　固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について
同意　第8～19号　農業委員会委員の選任の同意について
発議　第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書について
発議 第6号 少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る意見
　　　　　 書について

安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例

安芸高田市議会議員及び安芸高田市長の選挙における選挙
運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市エコヴィレッジかわね
設置及び管理条例を廃止する条例

安芸高田市高宮淡水魚養殖施設
設置及び管理条例を廃止する条例

令和４年度　安芸高田市一般会計補正予算

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を決議し、
島根県及び中国電力(株)に決議したことを通知すること」に関する陳情

児童福祉の環境改善に関する陳情書

別居・離婚後の共同親権及び共同養育の
法整備に関する陳情書

女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

こども家庭庁発足に先立つ児童相談所の早期改善
に係る意見書の提出に関する陳情書

少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合
引き上げに係る2023年度政府予算への意見書提出に関する陳情

＊…議長、委員長は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

否決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

6/10

6/10

6/22
6/27
6/22
6/27
6/13
6/27

6/21

6/22

6/22

6/22

6/22

6/21

芦田　宏治
（無所属）

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演
に
つ

い
て

②
毛
利
元
就
の
郡
山
城
入
城
5
0
0
年
の
記

念
事
業
と
登
山
道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

③
副
市
長
の
1
人
体
制
へ
の
変
更
と
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

一般
質問

ひろしま安芸高田神楽大阪公演（羽佐竹神楽団）

芦
田

　関
西
圏
で
初
め

て
と
な
る
ひ
ろ
し
ま
安

芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演

を
5
月
14
日
に
開
催
し

た
が
成
果
を
伺
う
。

市
長

　大
阪
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
は
満
席
と
な

り
、
従
来
の
東
京
公
演

は
5
百
万
円
か
ら
1
千

万
円
の
市
の
持
ち
出
し

が
あ
っ
た
が
今
回
は
2

百
万
円
ま
で
圧
縮
し

た
。
フ
ァ
ン
層
拡
大
の

取
組
も
始
ま
り
収
穫
の

多
い
事
業
だ
っ
た
。

芦
田

　今
回
の
成
果
を

市
内
の
観
光
全
般
に
波

及
効
果
を
出
す
た
め
の

施
策
を
伺
う
。

市
長

　J
R
や
旅
行
会

社
と
連
携
し
て
、
ま
ず

は
関
西
か
ら
の
誘
客
に

注
力
し
、
全
市
的
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

芦
田

　安
芸
高
田
市
に

は
22
の
神
楽
団
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
公
演
回
数
が
激

減
し
、
ど
の
神
楽
団
も

厳
し
い
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
神
楽

団
が
活
動
し
や
す
い
支

援
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　神
楽
団
を
支
え

る
方
法
と
し
て
は
、
公

演
す
る
機
会
の
創
出
を

通
し
て
活
動
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

一般質問
7人が市政を問う【QRコードの使い方】

①スマートフォンの
　カメラを起動する。
②カメラの画面で
　QRコードを映す。
③画面上部に出るリンクを
　タッチして開く。

今号より一般質問の
レイアウトが変わりました。

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本



産業厚生産業厚生
　
６
月
22
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
４
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
報
告
７
件
を
受
け

ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
高
宮
淡

水
魚
養
殖
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　（審
査
し
た
陳
情
）

○
児
童
福
祉
の
環
境
改

善
に
関
す
る
陳
情
書

○
別
居
・
離
婚
後
の
共

同
親
権
及
び
共
同
養

育
の
法
整
備
に
関
す

る
陳
情
書

○
女
性
ト
イ
レ
維
持
及

び
そ
の
安
心
安
全
の

確
保
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足

に
先
立
つ
児
童
相
談

所
の
早
期
改
善
に
関

わ
る
意
見
書
の
提
出

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

・
高
宮
淡
水
魚
養
殖
施

設
設
置
及
び
管
理
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

（
一
括
審
議
）

　　
■
概
要

　
指
定
管
理
協
定
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
い
る

「
安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
か
わ
ね
」
及

び
「
安
芸
高
田
市
高
宮

淡
水
魚
養
殖
施
設
」
に

つ
い
て
、
民
間
へ
の
譲

渡
を
目
的
に
、
設
置
管

理
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

　　
■
質
疑

秋
田
　
今
後
、
行
政
と

し
て
の
支
援
は
な
く
な

る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

全
て
民
間
に
委
託
す
る
。

市
か
ら
補
助
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

児
玉
　
修
繕
費
や
解
体

費
と
い
っ
た
費
用
に
つ

い
て
本
市
が
関
与
す
る

こ
と
は
な
い
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

今
回
の
補
正
予
算
で
、

不
動
産
鑑
定
費
用
と
解

体
調
査
費
用
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
、
民
間
へ

の
譲
渡
が
終
わ
れ
ば
本

市
で
負
担
す
る
費
用
は

な
く
な
る
。

田
邊
　
民
間
譲
渡
す
る

こ
と
で
集
客
が
期
待
で

き
る
と
い
う
根
拠
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

公
的
な
機
関
、
施
設
だ

と
縛
り
が
あ
る
が
、
民

間
の
や
り
方
で
や
っ
て

い
く
こ
と
で
、
集
客
な

り
利
益
が
見
込
め
る
。

石
飛
　
当
初
の
設
置
目

的
は
条
例
廃
止
後
、
ど

の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

民
間
に
譲
渡
す
る
方
法

と
し
て
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
行
う
が
、
当

初
の
設
置
目
的
を
選
定

の
一
つ
の
材
料
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

石
飛
　
W
i
‐
F
i
等

の
環
境
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

周
辺
に
は
、
光
フ
ァ
イ

報
告
事
項

　
広
島
県
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
５
年
度
の
水
道

事
業
統
合
に
向
け
、
協

議
会
で
の
企
業
団
の
組

織
、
職
員
体
制
、
工
業

用
水
、工
業
用
水
道
事
業
、

準
備
に
要
す
る
費
用
等

の
検
討
状
況
の
詳
細
に

つ
い
て
。

　　
■
質
疑

芦
田
　
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　企
業
団
参
加
に
よ
る

財
政
効
果
額
は
、
施
設

整
備
で
56
億
円
、
維
持

管
理
で
約
22
億
円
。
約

78
億
円
の
効
果
が
あ

る
。
仮
に
こ
の
効
果
額

が
あ
っ
て
も
、
使
用
料

ア
ッ
プ
と
い
う
形
に
な

る
。

秋
田
　
本
市
で
県
水
道

企
業
団
に
関
わ
る
職
員

に
関
す
る
陳
情
書
　

（
報
告
事
項
）

○
第
３
次
安
芸
高
田
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
○
令
和
３
年
８
月
災
害

廃
棄
物
の
処
理
状
況

○
保
育
士
等
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林

業
施
設
等
の
災
害
復

旧
状
況
に
つ
い
て

○
広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て他

２
件

　　　　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産業厚生産業厚生

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1011

は
何
名
に
な
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　所
長
１
名
、業
務
係
、

工
務
係
、
そ
れ
ぞ
れ
3

名
ず
つ
、
計
7
名
の
体

制
と
見
込
ん
で
い
る
。

　令
和
３
年
８
月
豪
雨
に

よ
る
農
地
・
農
林
業
施

設
等
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林
業

施
設
等
の
災
害
復
旧
状

況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　　
■
質
疑

金
行
　
令
和
３
年
の
被

害
で
、
今
年
の
水
田
の

作
付
面
積
は
、
ど
の
く

ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

地
域
営
農
課
が
把
握
し

て
い
る
。

※
委
員
会
終
了
後
、
地

域
営
農
課
よ
り
、
19
・
9

ha
減
少
と
の
回
答

①児童福祉の環境改善に関する陳情
②別居・離婚後の共同親権及び共同養育の法整備に関する陳情
③こども家庭庁発足に先立つ、児童相談所の早期改善に係る意見書の提出に関する陳情

〔陳情者〕
江邑幸一（全国の児童相談所が行う子どもに対する人権侵害を阻止する会代表）

〔要旨〕
①児童虐待殺人事件を阻止し、児童虐待阻止強化が強く求められている。児童相談所の対応、市町
村の対応、児童の人権についての取り組みの改善を求める陳情。
②「子どもの最善の利益」を実現し共同親権にするための意見書を提出する陳情。
③児童相談所が子どもの人権を尊重する改善策を早期に実施するために、国に意見書を提供する陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情はいずれも不採択とした。

陳　情

女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情

〔陳情者〕
飯野香里・井上恵子・永田マル・山田響子（女性スペースを守る会－LGBT 法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会－共同代表）

〔要旨〕
　労働安全衛生規則第６２８条及び事務所衛生基準規則第１７条所定の事業所トイレにおける原則「男
性用と女性用に区別して設けること」を今後も崩さないよう厚生労働省に申し入れ、また、公的な建物内、
公衆便所、店舗等の不特定多数が使うトイレにおいて、女性トイレを維持し、女性の安心安全という権利
法益を守るべく諸方策をとるよう国に申し入れる陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情は不採択とした。

陳　情

民間活用が期待されるエコヴィレッジかわね・高宮淡水魚養殖施設

バ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
条
例
廃
止
ま
で
に

災
害
対
策
も
含
め
、
お

太
助
フ
ォ
ン
を
整
備
し

て
い
く
。

産業厚生産業厚生
　
６
月
22
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
４
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
報
告
７
件
を
受
け

ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
高
宮
淡

水
魚
養
殖
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　（審
査
し
た
陳
情
）

○
児
童
福
祉
の
環
境
改

善
に
関
す
る
陳
情
書

○
別
居
・
離
婚
後
の
共

同
親
権
及
び
共
同
養

育
の
法
整
備
に
関
す

る
陳
情
書

○
女
性
ト
イ
レ
維
持
及

び
そ
の
安
心
安
全
の

確
保
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足

に
先
立
つ
児
童
相
談

所
の
早
期
改
善
に
関

わ
る
意
見
書
の
提
出

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

・
高
宮
淡
水
魚
養
殖
施

設
設
置
及
び
管
理
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

（
一
括
審
議
）

　　
■
概
要

　
指
定
管
理
協
定
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
い
る

「
安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
か
わ
ね
」
及

び
「
安
芸
高
田
市
高
宮

淡
水
魚
養
殖
施
設
」
に

つ
い
て
、
民
間
へ
の
譲

渡
を
目
的
に
、
設
置
管

理
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

　　
■
質
疑

秋
田
　
今
後
、
行
政
と

し
て
の
支
援
は
な
く
な

る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

全
て
民
間
に
委
託
す
る
。

市
か
ら
補
助
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

児
玉
　
修
繕
費
や
解
体

費
と
い
っ
た
費
用
に
つ

い
て
本
市
が
関
与
す
る

こ
と
は
な
い
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

今
回
の
補
正
予
算
で
、

不
動
産
鑑
定
費
用
と
解

体
調
査
費
用
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
、
民
間
へ

の
譲
渡
が
終
わ
れ
ば
本

市
で
負
担
す
る
費
用
は

な
く
な
る
。

田
邊
　
民
間
譲
渡
す
る

こ
と
で
集
客
が
期
待
で

き
る
と
い
う
根
拠
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

公
的
な
機
関
、
施
設
だ

と
縛
り
が
あ
る
が
、
民

間
の
や
り
方
で
や
っ
て

い
く
こ
と
で
、
集
客
な

り
利
益
が
見
込
め
る
。

石
飛
　
当
初
の
設
置
目

的
は
条
例
廃
止
後
、
ど

の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

民
間
に
譲
渡
す
る
方
法

と
し
て
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
行
う
が
、
当

初
の
設
置
目
的
を
選
定

の
一
つ
の
材
料
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

石
飛
　
W
i
‐
F
i
等

の
環
境
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

周
辺
に
は
、
光
フ
ァ
イ

報
告
事
項

　
広
島
県
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
５
年
度
の
水
道

事
業
統
合
に
向
け
、
協

議
会
で
の
企
業
団
の
組

織
、
職
員
体
制
、
工
業

用
水
、工
業
用
水
道
事
業
、

準
備
に
要
す
る
費
用
等

の
検
討
状
況
の
詳
細
に

つ
い
て
。

　　
■
質
疑

芦
田
　
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　企
業
団
参
加
に
よ
る

財
政
効
果
額
は
、
施
設

整
備
で
56
億
円
、
維
持

管
理
で
約
22
億
円
。
約

78
億
円
の
効
果
が
あ

る
。
仮
に
こ
の
効
果
額

が
あ
っ
て
も
、
使
用
料

ア
ッ
プ
と
い
う
形
に
な

る
。

秋
田
　
本
市
で
県
水
道

企
業
団
に
関
わ
る
職
員

に
関
す
る
陳
情
書
　

（
報
告
事
項
）

○
第
３
次
安
芸
高
田
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
○
令
和
３
年
８
月
災
害

廃
棄
物
の
処
理
状
況

○
保
育
士
等
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林

業
施
設
等
の
災
害
復

旧
状
況
に
つ
い
て

○
広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て他

２
件

　　　　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産業厚生産業厚生

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1011

は
何
名
に
な
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　所
長
１
名
、業
務
係
、

工
務
係
、
そ
れ
ぞ
れ
3

名
ず
つ
、
計
7
名
の
体

制
と
見
込
ん
で
い
る
。

　令
和
３
年
８
月
豪
雨
に

よ
る
農
地
・
農
林
業
施

設
等
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林
業

施
設
等
の
災
害
復
旧
状

況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　　
■
質
疑

金
行
　
令
和
３
年
の
被

害
で
、
今
年
の
水
田
の

作
付
面
積
は
、
ど
の
く

ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

地
域
営
農
課
が
把
握
し

て
い
る
。

※
委
員
会
終
了
後
、
地

域
営
農
課
よ
り
、
19
・
9

ha
減
少
と
の
回
答

①児童福祉の環境改善に関する陳情
②別居・離婚後の共同親権及び共同養育の法整備に関する陳情
③こども家庭庁発足に先立つ、児童相談所の早期改善に係る意見書の提出に関する陳情

〔陳情者〕
江邑幸一（全国の児童相談所が行う子どもに対する人権侵害を阻止する会代表）

〔要旨〕
①児童虐待殺人事件を阻止し、児童虐待阻止強化が強く求められている。児童相談所の対応、市町
村の対応、児童の人権についての取り組みの改善を求める陳情。
②「子どもの最善の利益」を実現し共同親権にするための意見書を提出する陳情。
③児童相談所が子どもの人権を尊重する改善策を早期に実施するために、国に意見書を提供する陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情はいずれも不採択とした。

陳　情

女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情

〔陳情者〕
飯野香里・井上恵子・永田マル・山田響子（女性スペースを守る会－LGBT 法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会－共同代表）

〔要旨〕
　労働安全衛生規則第６２８条及び事務所衛生基準規則第１７条所定の事業所トイレにおける原則「男
性用と女性用に区別して設けること」を今後も崩さないよう厚生労働省に申し入れ、また、公的な建物内、
公衆便所、店舗等の不特定多数が使うトイレにおいて、女性トイレを維持し、女性の安心安全という権利
法益を守るべく諸方策をとるよう国に申し入れる陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情は不採択とした。

陳　情

民間活用が期待されるエコヴィレッジかわね・高宮淡水魚養殖施設

バ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
条
例
廃
止
ま
で
に

災
害
対
策
も
含
め
、
お

太
助
フ
ォ
ン
を
整
備
し

て
い
く
。



産業厚生産業厚生
　
６
月
22
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
４
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
報
告
７
件
を
受
け

ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
高
宮
淡

水
魚
養
殖
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　（審
査
し
た
陳
情
）

○
児
童
福
祉
の
環
境
改

善
に
関
す
る
陳
情
書

○
別
居
・
離
婚
後
の
共

同
親
権
及
び
共
同
養

育
の
法
整
備
に
関
す

る
陳
情
書

○
女
性
ト
イ
レ
維
持
及

び
そ
の
安
心
安
全
の

確
保
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足

に
先
立
つ
児
童
相
談

所
の
早
期
改
善
に
関

わ
る
意
見
書
の
提
出

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

・
高
宮
淡
水
魚
養
殖
施

設
設
置
及
び
管
理
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

（
一
括
審
議
）

　　
■
概
要

　
指
定
管
理
協
定
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
い
る

「
安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
か
わ
ね
」
及

び
「
安
芸
高
田
市
高
宮

淡
水
魚
養
殖
施
設
」
に

つ
い
て
、
民
間
へ
の
譲

渡
を
目
的
に
、
設
置
管

理
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

　　
■
質
疑

秋
田
　
今
後
、
行
政
と

し
て
の
支
援
は
な
く
な

る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

全
て
民
間
に
委
託
す
る
。

市
か
ら
補
助
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

児
玉
　
修
繕
費
や
解
体

費
と
い
っ
た
費
用
に
つ

い
て
本
市
が
関
与
す
る

こ
と
は
な
い
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

今
回
の
補
正
予
算
で
、

不
動
産
鑑
定
費
用
と
解

体
調
査
費
用
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
、
民
間
へ

の
譲
渡
が
終
わ
れ
ば
本

市
で
負
担
す
る
費
用
は

な
く
な
る
。

田
邊
　
民
間
譲
渡
す
る

こ
と
で
集
客
が
期
待
で

き
る
と
い
う
根
拠
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

公
的
な
機
関
、
施
設
だ

と
縛
り
が
あ
る
が
、
民

間
の
や
り
方
で
や
っ
て

い
く
こ
と
で
、
集
客
な

り
利
益
が
見
込
め
る
。

石
飛
　
当
初
の
設
置
目

的
は
条
例
廃
止
後
、
ど

の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

民
間
に
譲
渡
す
る
方
法

と
し
て
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
行
う
が
、
当

初
の
設
置
目
的
を
選
定

の
一
つ
の
材
料
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

石
飛
　
W
i
‐
F
i
等

の
環
境
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

周
辺
に
は
、
光
フ
ァ
イ

報
告
事
項

　
広
島
県
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
５
年
度
の
水
道

事
業
統
合
に
向
け
、
協

議
会
で
の
企
業
団
の
組

織
、
職
員
体
制
、
工
業

用
水
、工
業
用
水
道
事
業
、

準
備
に
要
す
る
費
用
等

の
検
討
状
況
の
詳
細
に

つ
い
て
。

　　
■
質
疑

芦
田
　
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　企
業
団
参
加
に
よ
る

財
政
効
果
額
は
、
施
設

整
備
で
56
億
円
、
維
持

管
理
で
約
22
億
円
。
約

78
億
円
の
効
果
が
あ

る
。
仮
に
こ
の
効
果
額

が
あ
っ
て
も
、
使
用
料

ア
ッ
プ
と
い
う
形
に
な

る
。

秋
田
　
本
市
で
県
水
道

企
業
団
に
関
わ
る
職
員

に
関
す
る
陳
情
書
　

（
報
告
事
項
）

○
第
３
次
安
芸
高
田
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
○
令
和
３
年
８
月
災
害

廃
棄
物
の
処
理
状
況

○
保
育
士
等
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林

業
施
設
等
の
災
害
復

旧
状
況
に
つ
い
て

○
広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て他

２
件

　　　　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産業厚生産業厚生

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1011

は
何
名
に
な
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　所
長
１
名
、業
務
係
、

工
務
係
、
そ
れ
ぞ
れ
3

名
ず
つ
、
計
7
名
の
体

制
と
見
込
ん
で
い
る
。

　令
和
３
年
８
月
豪
雨
に

よ
る
農
地
・
農
林
業
施

設
等
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林
業

施
設
等
の
災
害
復
旧
状

況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　　
■
質
疑

金
行
　
令
和
３
年
の
被

害
で
、
今
年
の
水
田
の

作
付
面
積
は
、
ど
の
く

ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

地
域
営
農
課
が
把
握
し

て
い
る
。

※
委
員
会
終
了
後
、
地

域
営
農
課
よ
り
、
19
・
9

ha
減
少
と
の
回
答

①児童福祉の環境改善に関する陳情
②別居・離婚後の共同親権及び共同養育の法整備に関する陳情
③こども家庭庁発足に先立つ、児童相談所の早期改善に係る意見書の提出に関する陳情

〔陳情者〕
江邑幸一（全国の児童相談所が行う子どもに対する人権侵害を阻止する会代表）

〔要旨〕
①児童虐待殺人事件を阻止し、児童虐待阻止強化が強く求められている。児童相談所の対応、市町
村の対応、児童の人権についての取り組みの改善を求める陳情。
②「子どもの最善の利益」を実現し共同親権にするための意見書を提出する陳情。
③児童相談所が子どもの人権を尊重する改善策を早期に実施するために、国に意見書を提供する陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情はいずれも不採択とした。

陳　情

女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情

〔陳情者〕
飯野香里・井上恵子・永田マル・山田響子（女性スペースを守る会－LGBT 法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会－共同代表）

〔要旨〕
　労働安全衛生規則第６２８条及び事務所衛生基準規則第１７条所定の事業所トイレにおける原則「男
性用と女性用に区別して設けること」を今後も崩さないよう厚生労働省に申し入れ、また、公的な建物内、
公衆便所、店舗等の不特定多数が使うトイレにおいて、女性トイレを維持し、女性の安心安全という権利
法益を守るべく諸方策をとるよう国に申し入れる陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情は不採択とした。

陳　情

民間活用が期待されるエコヴィレッジかわね・高宮淡水魚養殖施設

バ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
条
例
廃
止
ま
で
に

災
害
対
策
も
含
め
、
お

太
助
フ
ォ
ン
を
整
備
し

て
い
く
。

産業厚生産業厚生
　
６
月
22
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
４
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
報
告
７
件
を
受
け

ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
高
宮
淡

水
魚
養
殖
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　（審
査
し
た
陳
情
）

○
児
童
福
祉
の
環
境
改

善
に
関
す
る
陳
情
書

○
別
居
・
離
婚
後
の
共

同
親
権
及
び
共
同
養

育
の
法
整
備
に
関
す

る
陳
情
書

○
女
性
ト
イ
レ
維
持
及

び
そ
の
安
心
安
全
の

確
保
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足

に
先
立
つ
児
童
相
談

所
の
早
期
改
善
に
関

わ
る
意
見
書
の
提
出

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か

わ
ね
設
置
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

・
高
宮
淡
水
魚
養
殖
施

設
設
置
及
び
管
理
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

（
一
括
審
議
）

　　
■
概
要

　
指
定
管
理
協
定
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
い
る

「
安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
か
わ
ね
」
及

び
「
安
芸
高
田
市
高
宮

淡
水
魚
養
殖
施
設
」
に

つ
い
て
、
民
間
へ
の
譲

渡
を
目
的
に
、
設
置
管

理
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

　　
■
質
疑

秋
田
　
今
後
、
行
政
と

し
て
の
支
援
は
な
く
な

る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

全
て
民
間
に
委
託
す
る
。

市
か
ら
補
助
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

児
玉
　
修
繕
費
や
解
体

費
と
い
っ
た
費
用
に
つ

い
て
本
市
が
関
与
す
る

こ
と
は
な
い
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

今
回
の
補
正
予
算
で
、

不
動
産
鑑
定
費
用
と
解

体
調
査
費
用
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
、
民
間
へ

の
譲
渡
が
終
わ
れ
ば
本

市
で
負
担
す
る
費
用
は

な
く
な
る
。

田
邊
　
民
間
譲
渡
す
る

こ
と
で
集
客
が
期
待
で

き
る
と
い
う
根
拠
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

公
的
な
機
関
、
施
設
だ

と
縛
り
が
あ
る
が
、
民

間
の
や
り
方
で
や
っ
て

い
く
こ
と
で
、
集
客
な

り
利
益
が
見
込
め
る
。

石
飛
　
当
初
の
設
置
目

的
は
条
例
廃
止
後
、
ど

の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

民
間
に
譲
渡
す
る
方
法

と
し
て
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
行
う
が
、
当

初
の
設
置
目
的
を
選
定

の
一
つ
の
材
料
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

石
飛
　
W
i
‐
F
i
等

の
環
境
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
は
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

周
辺
に
は
、
光
フ
ァ
イ

報
告
事
項

　
広
島
県
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
５
年
度
の
水
道

事
業
統
合
に
向
け
、
協

議
会
で
の
企
業
団
の
組

織
、
職
員
体
制
、
工
業

用
水
、工
業
用
水
道
事
業
、

準
備
に
要
す
る
費
用
等

の
検
討
状
況
の
詳
細
に

つ
い
て
。

　　
■
質
疑

芦
田
　
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　企
業
団
参
加
に
よ
る

財
政
効
果
額
は
、
施
設

整
備
で
56
億
円
、
維
持

管
理
で
約
22
億
円
。
約

78
億
円
の
効
果
が
あ

る
。
仮
に
こ
の
効
果
額

が
あ
っ
て
も
、
使
用
料

ア
ッ
プ
と
い
う
形
に
な

る
。

秋
田
　
本
市
で
県
水
道

企
業
団
に
関
わ
る
職
員

に
関
す
る
陳
情
書
　

（
報
告
事
項
）

○
第
３
次
安
芸
高
田
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
○
令
和
３
年
８
月
災
害

廃
棄
物
の
処
理
状
況

○
保
育
士
等
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林

業
施
設
等
の
災
害
復

旧
状
況
に
つ
い
て

○
広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て他

２
件

　　　　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産業厚生産業厚生

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1011

は
何
名
に
な
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

　所
長
１
名
、業
務
係
、

工
務
係
、
そ
れ
ぞ
れ
3

名
ず
つ
、
計
7
名
の
体

制
と
見
込
ん
で
い
る
。

　令
和
３
年
８
月
豪
雨
に

よ
る
農
地
・
農
林
業
施

設
等
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
る
農
地
・
農
林
業

施
設
等
の
災
害
復
旧
状

況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　　
■
質
疑

金
行
　
令
和
３
年
の
被

害
で
、
今
年
の
水
田
の

作
付
面
積
は
、
ど
の
く

ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
。

森
田
農
林
水
産
課
長
　

作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

地
域
営
農
課
が
把
握
し

て
い
る
。

※
委
員
会
終
了
後
、
地

域
営
農
課
よ
り
、
19
・
9

ha
減
少
と
の
回
答

①児童福祉の環境改善に関する陳情
②別居・離婚後の共同親権及び共同養育の法整備に関する陳情
③こども家庭庁発足に先立つ、児童相談所の早期改善に係る意見書の提出に関する陳情

〔陳情者〕
江邑幸一（全国の児童相談所が行う子どもに対する人権侵害を阻止する会代表）

〔要旨〕
①児童虐待殺人事件を阻止し、児童虐待阻止強化が強く求められている。児童相談所の対応、市町
村の対応、児童の人権についての取り組みの改善を求める陳情。
②「子どもの最善の利益」を実現し共同親権にするための意見書を提出する陳情。
③児童相談所が子どもの人権を尊重する改善策を早期に実施するために、国に意見書を提供する陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情はいずれも不採択とした。

陳　情

女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情

〔陳情者〕
飯野香里・井上恵子・永田マル・山田響子（女性スペースを守る会－LGBT 法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会－共同代表）

〔要旨〕
　労働安全衛生規則第６２８条及び事務所衛生基準規則第１７条所定の事業所トイレにおける原則「男
性用と女性用に区別して設けること」を今後も崩さないよう厚生労働省に申し入れ、また、公的な建物内、
公衆便所、店舗等の不特定多数が使うトイレにおいて、女性トイレを維持し、女性の安心安全という権利
法益を守るべく諸方策をとるよう国に申し入れる陳情。

〔審査結果〕
　上記陳情は不採択とした。

陳　情

民間活用が期待されるエコヴィレッジかわね・高宮淡水魚養殖施設

バ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
条
例
廃
止
ま
で
に

災
害
対
策
も
含
め
、
お

太
助
フ
ォ
ン
を
整
備
し

て
い
く
。



「少人数学級、教職員定数の改善及び義務教
育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る
2023 年度政府予算への意見書」提出に関す
る陳情

〔陳情者〕
増川美和子
（広島県教職員組合山県・安芸高田支区委員長）

〔要旨〕
　２０２１年の法改正により、小学校の学級編成
標準は段階的に３５人に引き下げられた。また、
豊かな学びや学校の働き方改革を実現するには
加配教員の増員や定数改善も必要である。子ど
もたちが全国どこに住んでいても一定水準の教育
を受けられること、こうした観点から地方自治法９９
条の規定に基づき意見書を提出するもの。

〔審査結果〕
　本陳情は委員会で採択し、発議することとした。

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をし
ないこと』を決議し、島根県及び中国電
力（株）に決議したことを通知すること」
に関する陳情

〔陳情者〕
増野一恵
溝田一成
（島根原発再稼働を止めよう連絡会代表）

〔要旨〕
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難
先となっているが、十分な対策ができていな
い。また、１９８９年に営業運転し、政府が
運転しないという４０年越えに迫っている。

〔審査結果〕
　本陳情は立地自治体や周辺自治体が
様 な々事情を勘案し、再稼働に同意してい
る等のことから不採択とした。
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総務文教総務文教 総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
６
月
21
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
2
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

6
件
を
受
け
ま
し
た
。

（
陳
情
）

○「『
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
再
稼
働

を
し
な
い
こ
と
』
を

決
議
し
、
島
根
県
及

び
中
国
電
力（
株
）に

決
議
し
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
」他

１
件

（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
変
更
の
周

知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
他
５
件

　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

開
庁
時
間
変
更
に
伴
う

周
知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
■
概
要

　
本
庁
・
支
所
の
開
庁

時
間
を
10
月
１
日
よ
り

９
時
か
ら
17
時
に
変
更
、

ま
た
支
所
の
宿
日
直
を

廃
止
し
、
機
械
警
備
に

変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　
こ
の
開
庁
・

閉
庁
時
間
を
ず
ら
す
こ

と
の
市
民
に
と
っ
て
の

利
益
は
ど
こ
に
。

石
丸
市
長
　
抜
本
的
な

財
政
健
全
化
や
行
政
の

ス
リ
ム
化
は
市
民
に
と

っ
て
必
要
。

山
本
（
数
）　
財
政
健
全

化
に
つ
な
が
る
と
は
思

え
な
い
が
。

石
丸
市
長
　
行
政
の
効

率
化
は
、
財
政
健
全
化

の
基
本
中
の
基
本
で
あ

る
。

山
本
（
数
）　
時
間
変
更

に
つ
い
て
旧
６
町
へ
、

住
民
説
明
会
を
さ
れ
る

の
か
。

石
丸
市
長
　
そ
の
よ
う

な
計
画
は
な
い
。

証明書発行件数

本　　　庁
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

合　　計

　299
42
34
25
63
69

532

173
20
7
2
36
42

280

庁　舎　名

※令和3年9月から12月の証明書発行
　件数

8時30分
～9時

17時～
17時15分

陳　情 陳　情

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
学
校

施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
一
般
公
募
の
結
果
、

最
終
的
に
旧
郷
野
小
学

校
、
旧
刈
田
小
学
校
、

旧
小
田
東
小
学
校
の
３

件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
７
月
中
に
審
査
会

な
ど
を
経
て
契
約
の
締

結
へ
結
び
付
け
て
い
く
。

早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら

事
業
開
始
を
目
指
す
。

報
告
事
項

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計

画
策
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
第
１
回
・
第
２

回
の
委
員
会
開
催
状
況

と
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
地
域
意
見
交
換
会
開

催
な
ど
を
行
い
、
来
年

３
月
に
か
け
３
回
程
度

策
定
委
員
会
を
開
催
の

上
、
地
域
別
構
想
や
立

地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
年
度
末
に
は
地
域

別
構
想
の
概
要
を
公
表

す
る
と
い
う
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　吉
田
町
に
集

約
さ
れ
、
各
旧
町
の
賑

わ
い
ゾ
ー
ン
の
今
後
は
。

高
下
政
策
企
画
課
長
　

お
店
や
金
融
機
関
な
ど

生
活
に
必
要
な
機
関
は

当
然
維
持
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
伴
う
説
明
会
開
催
状

況
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
上
で
、
統
合
計
画

を
策
定
し
教
育
委
員
会

会
議
で
方
針
を
決
定
す

る
予
定
。
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
市
内
保
育

所
・
幼
稚
園
、
小
学
校

の
保
護
者
に
説
明
会
を

実
施
済
。Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

等
学
校
関
係
団
体
や
学

校
運
営
協
議
会
に
７
月

上
旬
ま
で
に
説
明
会
を

終
え
る
予
定
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　一
般
市
民
か

ら
の
意
見
を
聞
く
場
を

も
つ
考
え
は
。

石
丸
市
長
　「
全
く
関
係

の
な
い
市
民
の
意
見

を
」
と
の
こ
と
だ
が
、

素
案
を
作
成
し
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
最
適
で
あ

る
。

新
田
　
9
時
以
前
と
17

時
以
降
の
証
明
書
発
行

件
数
は
。

新
谷
総
務
課
長
　
左
上

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
田
　
職
員
１
人
が
年

間
約
１
５
０
時
間
残
業

と
の
こ
と
だ
が
、
実
際

ど
の
位
経
費
削
減
が
で

き
る
の
か
。

新
谷
総
務
課
長
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
と
概
算

で
年
間
約
４
０
０
万
円

削
減
で
き
る
と
計
算
し

て
い
る
。

山
本(

数)

　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
が
時
間
外
と
し

て
あ
が
っ
て
い
る
の
か
。

石
丸
市
長
　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
業
務
に
は
対
価

が
発
生
す
る
、
時
間
外

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
違

法
と
な
る
。

先
川
　
県
や
他
の
市
・

町
と
の
調
整
や
協
議
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

石
丸
市
長
　
直
接
行
っ

て
議
論
・
説
明
し
大
変

強
く
賛
同
い
た
だ
い
た
。

令和4年10月から　9時開庁・17時閉庁となる本庁・各支所

利活用が期待される旧来原小学校
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賛 否 表賛 否 表

賛否表

1213

※今号より議会基本条例に基づき賛否表を掲載することになりました。
　第6条（4）議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。

宍

　戸

　邦

　夫

審

　査

　結

　果

議

　
　決

　
　日

山

　本

　
　
　優

先

　川

　和

　幸

山

　根

　温

　子

新

　田

　和

　明

武

　岡

　隆

　文

山

　本

　数

　博

南

　澤

　克

　彦

石

　飛

　慶

　久

金

　行

　哲

　昭

秋

　田

　雅

　朝

熊

　高

　昌

　三

芦

　田

　宏

　治

大

　下

　正

　幸

児

　玉

　史

　則

田

　邊

　介

　三

議

　
　員

　
　名

議

　
　案

　
　名

番

　
　
　
　
　号

種

　
　
　
　
　類

委員会 産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

会　派

＊●●●●●●●●●●○●●●●

＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○
＊○○○○○○○○＊○○○○○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

●●●＊●●●●

○○○＊○○○○

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

本会議

本会議

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

1

2

3

4

5

6

議案

議案

議案

議案

議案

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

下記議案については全員賛成で同意・承認・可決

　■令和4年第1回　臨時議会（5月20日）
承認　第2号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市税条例等の一部を改正する条例】
承認　第3号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例】
承認　第4号　専決処分した事件の承認について 【令和4年度　安芸高田市一般会計補正予算（第1号）】
議案　第41号　安芸高田市職員の給与に関する条例及び安芸高田市一般職の任期付職員の採用等に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例
議案　第42号　安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 
発議　第4号　安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

　■令和4年第2回　定例議会（6月10日～27日）
同意　第4号　公平委員会委員の選任の同意について
同意　第5～７号　固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について
同意　第8～19号　農業委員会委員の選任の同意について
発議　第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書について
発議 第6号 少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る意見
　　　　　 書について

安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例

安芸高田市議会議員及び安芸高田市長の選挙における選挙
運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市エコヴィレッジかわね
設置及び管理条例を廃止する条例

安芸高田市高宮淡水魚養殖施設
設置及び管理条例を廃止する条例

令和４年度　安芸高田市一般会計補正予算

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を決議し、
島根県及び中国電力(株)に決議したことを通知すること」に関する陳情

児童福祉の環境改善に関する陳情書

別居・離婚後の共同親権及び共同養育の
法整備に関する陳情書

女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

こども家庭庁発足に先立つ児童相談所の早期改善
に係る意見書の提出に関する陳情書

少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合
引き上げに係る2023年度政府予算への意見書提出に関する陳情

＊…議長、委員長は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

否決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

6/10

6/10

6/22
6/27
6/22
6/27
6/13
6/27

6/21

6/22

6/22

6/22

6/22

6/21

芦田　宏治
（無所属）

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演
に
つ

い
て

②
毛
利
元
就
の
郡
山
城
入
城
5
0
0
年
の
記

念
事
業
と
登
山
道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

③
副
市
長
の
1
人
体
制
へ
の
変
更
と
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

一般
質問

ひろしま安芸高田神楽大阪公演（羽佐竹神楽団）

芦
田

　関
西
圏
で
初
め

て
と
な
る
ひ
ろ
し
ま
安

芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演

を
5
月
14
日
に
開
催
し

た
が
成
果
を
伺
う
。

市
長

　大
阪
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
は
満
席
と
な

り
、
従
来
の
東
京
公
演

は
5
百
万
円
か
ら
1
千

万
円
の
市
の
持
ち
出
し

が
あ
っ
た
が
今
回
は
2

百
万
円
ま
で
圧
縮
し

た
。
フ
ァ
ン
層
拡
大
の

取
組
も
始
ま
り
収
穫
の

多
い
事
業
だ
っ
た
。

芦
田

　今
回
の
成
果
を

市
内
の
観
光
全
般
に
波

及
効
果
を
出
す
た
め
の

施
策
を
伺
う
。

市
長

　J
R
や
旅
行
会

社
と
連
携
し
て
、
ま
ず

は
関
西
か
ら
の
誘
客
に

注
力
し
、
全
市
的
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

芦
田

　安
芸
高
田
市
に

は
22
の
神
楽
団
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
公
演
回
数
が
激

減
し
、
ど
の
神
楽
団
も

厳
し
い
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
神
楽

団
が
活
動
し
や
す
い
支

援
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　神
楽
団
を
支
え

る
方
法
と
し
て
は
、
公

演
す
る
機
会
の
創
出
を

通
し
て
活
動
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

一般質問
7人が市政を問う【QRコードの使い方】

①スマートフォンの
　カメラを起動する。
②カメラの画面で
　QRコードを映す。
③画面上部に出るリンクを
　タッチして開く。

今号より一般質問の
レイアウトが変わりました。

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本



「少人数学級、教職員定数の改善及び義務教
育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る
2023 年度政府予算への意見書」提出に関す
る陳情

〔陳情者〕
増川美和子
（広島県教職員組合山県・安芸高田支区委員長）

〔要旨〕
　２０２１年の法改正により、小学校の学級編成
標準は段階的に３５人に引き下げられた。また、
豊かな学びや学校の働き方改革を実現するには
加配教員の増員や定数改善も必要である。子ど
もたちが全国どこに住んでいても一定水準の教育
を受けられること、こうした観点から地方自治法９９
条の規定に基づき意見書を提出するもの。

〔審査結果〕
　本陳情は委員会で採択し、発議することとした。

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をし
ないこと』を決議し、島根県及び中国電
力（株）に決議したことを通知すること」
に関する陳情

〔陳情者〕
増野一恵
溝田一成
（島根原発再稼働を止めよう連絡会代表）

〔要旨〕
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難
先となっているが、十分な対策ができていな
い。また、１９８９年に営業運転し、政府が
運転しないという４０年越えに迫っている。

〔審査結果〕
　本陳情は立地自治体や周辺自治体が
様 な々事情を勘案し、再稼働に同意してい
る等のことから不採択とした。
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総務文教総務文教 総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
６
月
21
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
2
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

6
件
を
受
け
ま
し
た
。

（
陳
情
）

○「『
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
再
稼
働

を
し
な
い
こ
と
』
を

決
議
し
、
島
根
県
及

び
中
国
電
力（
株
）に

決
議
し
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
」他

１
件

（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
変
更
の
周

知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
他
５
件

　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

開
庁
時
間
変
更
に
伴
う

周
知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
　
■
概
要

　
本
庁
・
支
所
の
開
庁

時
間
を
10
月
１
日
よ
り

９
時
か
ら
17
時
に
変
更
、

ま
た
支
所
の
宿
日
直
を

廃
止
し
、
機
械
警
備
に

変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　
こ
の
開
庁
・

閉
庁
時
間
を
ず
ら
す
こ

と
の
市
民
に
と
っ
て
の

利
益
は
ど
こ
に
。

石
丸
市
長
　
抜
本
的
な

財
政
健
全
化
や
行
政
の

ス
リ
ム
化
は
市
民
に
と

っ
て
必
要
。

山
本
（
数
）　
財
政
健
全

化
に
つ
な
が
る
と
は
思

え
な
い
が
。

石
丸
市
長
　
行
政
の
効

率
化
は
、
財
政
健
全
化

の
基
本
中
の
基
本
で
あ

る
。

山
本
（
数
）　
時
間
変
更

に
つ
い
て
旧
６
町
へ
、

住
民
説
明
会
を
さ
れ
る

の
か
。

石
丸
市
長
　
そ
の
よ
う

な
計
画
は
な
い
。

証明書発行件数

本　　　庁
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

合　　計

　299
42
34
25
63
69

532

173
20
7
2
36
42

280

庁　舎　名

※令和3年9月から12月の証明書発行
　件数

8時30分
～9時

17時～
17時15分

陳　情 陳　情

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
学
校

施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
一
般
公
募
の
結
果
、

最
終
的
に
旧
郷
野
小
学

校
、
旧
刈
田
小
学
校
、

旧
小
田
東
小
学
校
の
３

件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
７
月
中
に
審
査
会

な
ど
を
経
て
契
約
の
締

結
へ
結
び
付
け
て
い
く
。

早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら

事
業
開
始
を
目
指
す
。

報
告
事
項

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計

画
策
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
第
１
回
・
第
２

回
の
委
員
会
開
催
状
況

と
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
地
域
意
見
交
換
会
開

催
な
ど
を
行
い
、
来
年

３
月
に
か
け
３
回
程
度

策
定
委
員
会
を
開
催
の

上
、
地
域
別
構
想
や
立

地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
年
度
末
に
は
地
域

別
構
想
の
概
要
を
公
表

す
る
と
い
う
も
の
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　吉
田
町
に
集

約
さ
れ
、
各
旧
町
の
賑

わ
い
ゾ
ー
ン
の
今
後
は
。

高
下
政
策
企
画
課
長
　

お
店
や
金
融
機
関
な
ど

生
活
に
必
要
な
機
関
は

当
然
維
持
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
伴
う
説
明
会
開
催
状

況
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
上
で
、
統
合
計
画

を
策
定
し
教
育
委
員
会

会
議
で
方
針
を
決
定
す

る
予
定
。
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
市
内
保
育

所
・
幼
稚
園
、
小
学
校

の
保
護
者
に
説
明
会
を

実
施
済
。Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

等
学
校
関
係
団
体
や
学

校
運
営
協
議
会
に
７
月

上
旬
ま
で
に
説
明
会
を

終
え
る
予
定
。

　　
■
質
疑

山
本（
数
）　一
般
市
民
か

ら
の
意
見
を
聞
く
場
を

も
つ
考
え
は
。

石
丸
市
長
　「
全
く
関
係

の
な
い
市
民
の
意
見

を
」
と
の
こ
と
だ
が
、

素
案
を
作
成
し
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
最
適
で
あ

る
。

新
田
　
9
時
以
前
と
17

時
以
降
の
証
明
書
発
行

件
数
は
。

新
谷
総
務
課
長
　
左
上

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
田
　
職
員
１
人
が
年

間
約
１
５
０
時
間
残
業

と
の
こ
と
だ
が
、
実
際

ど
の
位
経
費
削
減
が
で

き
る
の
か
。

新
谷
総
務
課
長
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
と
概
算

で
年
間
約
４
０
０
万
円

削
減
で
き
る
と
計
算
し

て
い
る
。

山
本(

数)

　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
が
時
間
外
と
し

て
あ
が
っ
て
い
る
の
か
。

石
丸
市
長
　
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
業
務
に
は
対
価

が
発
生
す
る
、
時
間
外

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
違

法
と
な
る
。

先
川
　
県
や
他
の
市
・

町
と
の
調
整
や
協
議
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

石
丸
市
長
　
直
接
行
っ

て
議
論
・
説
明
し
大
変

強
く
賛
同
い
た
だ
い
た
。

令和4年10月から　9時開庁・17時閉庁となる本庁・各支所

利活用が期待される旧来原小学校
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賛 否 表賛 否 表

賛否表

1213

※今号より議会基本条例に基づき賛否表を掲載することになりました。
　第6条（4）議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。

宍

　戸

　邦

　夫

審

　査

　結

　果

議

　
　決

　
　日

山

　本

　
　
　優

先

　川

　和

　幸

山

　根

　温

　子

新

　田

　和

　明

武

　岡

　隆

　文

山

　本

　数

　博

南

　澤

　克

　彦

石

　飛

　慶

　久

金

　行

　哲

　昭

秋

　田

　雅

　朝

熊

　高

　昌

　三

芦

　田

　宏

　治

大

　下

　正

　幸

児

　玉

　史

　則

田

　邊

　介

　三

議

　
　員

　
　名

議

　
　案

　
　名

番

　
　
　
　
　号

種

　
　
　
　
　類

委員会 産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

会　派

＊●●●●●●●●●●○●●●●

＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○＊○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○
＊○○○○○○○○＊○○○○○○
＊○○○○○○○○○○○○○○○

●●●＊●●●●

○○○＊○○○○

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

●●●●●＊●●

清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

本会議

本会議

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

1

2

3

4

5

6

議案

議案

議案

議案

議案

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

陳情

下記議案については全員賛成で同意・承認・可決

　■令和4年第1回　臨時議会（5月20日）
承認　第2号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市税条例等の一部を改正する条例】
承認　第3号　専決処分した事件の承認について 【安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例】
承認　第4号　専決処分した事件の承認について 【令和4年度　安芸高田市一般会計補正予算（第1号）】
議案　第41号　安芸高田市職員の給与に関する条例及び安芸高田市一般職の任期付職員の採用等に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例
議案　第42号　安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 
発議　第4号　安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

　■令和4年第2回　定例議会（6月10日～27日）
同意　第4号　公平委員会委員の選任の同意について
同意　第5～７号　固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について
同意　第8～19号　農業委員会委員の選任の同意について
発議　第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書について
発議 第6号 少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合引き上げに係る意見
　　　　　 書について

安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例

安芸高田市議会議員及び安芸高田市長の選挙における選挙
運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市エコヴィレッジかわね
設置及び管理条例を廃止する条例

安芸高田市高宮淡水魚養殖施設
設置及び管理条例を廃止する条例

令和４年度　安芸高田市一般会計補正予算

「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を決議し、
島根県及び中国電力(株)に決議したことを通知すること」に関する陳情

児童福祉の環境改善に関する陳情書

別居・離婚後の共同親権及び共同養育の
法整備に関する陳情書

女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

こども家庭庁発足に先立つ児童相談所の早期改善
に係る意見書の提出に関する陳情書

少人数学級、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割合
引き上げに係る2023年度政府予算への意見書提出に関する陳情

＊…議長、委員長は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

否決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

6/10

6/10

6/22
6/27
6/22
6/27
6/13
6/27

6/21

6/22

6/22

6/22

6/22

6/21

芦田　宏治
（無所属）

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演
に
つ

い
て

②
毛
利
元
就
の
郡
山
城
入
城
5
0
0
年
の
記

念
事
業
と
登
山
道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

③
副
市
長
の
1
人
体
制
へ
の
変
更
と
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

一般
質問

ひろしま安芸高田神楽大阪公演（羽佐竹神楽団）

芦
田

　関
西
圏
で
初
め

て
と
な
る
ひ
ろ
し
ま
安

芸
高
田
神
楽
大
阪
公
演

を
5
月
14
日
に
開
催
し

た
が
成
果
を
伺
う
。

市
長

　大
阪
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
は
満
席
と
な

り
、
従
来
の
東
京
公
演

は
5
百
万
円
か
ら
1
千

万
円
の
市
の
持
ち
出
し

が
あ
っ
た
が
今
回
は
2

百
万
円
ま
で
圧
縮
し

た
。
フ
ァ
ン
層
拡
大
の

取
組
も
始
ま
り
収
穫
の

多
い
事
業
だ
っ
た
。

芦
田

　今
回
の
成
果
を

市
内
の
観
光
全
般
に
波

及
効
果
を
出
す
た
め
の

施
策
を
伺
う
。

市
長

　J
R
や
旅
行
会

社
と
連
携
し
て
、
ま
ず

は
関
西
か
ら
の
誘
客
に

注
力
し
、
全
市
的
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

芦
田

　安
芸
高
田
市
に

は
22
の
神
楽
団
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
公
演
回
数
が
激

減
し
、
ど
の
神
楽
団
も

厳
し
い
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
神
楽

団
が
活
動
し
や
す
い
支

援
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　神
楽
団
を
支
え

る
方
法
と
し
て
は
、
公

演
す
る
機
会
の
創
出
を

通
し
て
活
動
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

一般質問
7人が市政を問う【QRコードの使い方】

①スマートフォンの
　カメラを起動する。
②カメラの画面で
　QRコードを映す。
③画面上部に出るリンクを
　タッチして開く。

今号より一般質問の
レイアウトが変わりました。

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本
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一般
質問

一般
質問

田
邊

　「市
政
の
動
き
」

に
議
員
の
居
眠
り
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
事
実

確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
私
自
身
が
現
場

を
確
認
し
て
い
る
。
加

え
て
、
3
月
29
日
付
け

で
議
長
へ
議
員
の
指
導

を
要
請
す
る
通
知
を

送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

反
論
や
異
議
申
し
立
て

が
な
か
っ
た
た
め
、
事

実
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。

田
邊

　寝
て
い
た
と

思
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ

「
ら
し
き
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
た
の
か
。

市
長

　目
を
閉
じ
た
ま

ま
何
ら
身
動
き
が
な
い

状
態
と
い
う
の
は
、
客

観
的
か
つ
一
般
的
に
居

眠
り
と
評
さ
れ
る
。

田
邊

　常
習
化
と
感
じ

て
い
た
な
ら
も
っ
と
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
居
眠
り
へ
の
対

応
は
本
来
、
執
行
部
の

仕
事
で
は
な
い
。

　※「
議
員
定
数
の
条
例

改
正
に
つ
い
て
」
は
６

月
10
日
に
審
議
さ
れ
た

た
め
質
問
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。

「広報あきたかた」5月号の「市政の動き」吉田町都市計画図

田邊　介三
（シセイクラブ）

金
行

　政
治
再
建
と
し

て
政
治
の
わ
か
る
化
、

都
市
開
発
と
し
て
将
来

を
考
え
た
投
資
、
産
業

創
出
と
し
て
リ
モ
ー
ト

を
活
か
し
た
人
材
の
確

保
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
政
治
再
建
は
、

道
半
ば
と
い
う
評
価
、

政
治
の
見
え
る
化
、
分

か
る
化
を
一
層
進
め

る
。
都
市
開
発
と
産
業

創
出
は
中
長
期
の
目
標

で
神
楽
門
前
湯
治
村
、

公
共
交
通
機
関
、病
院
・

防
災
に
つ
い
て
は
取
組

に
着
手
し
て
い
る
。
産

業
創
出
は
、
I
T
の
活

用
と
人
材
の
確
保
に
言

及
し
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
っ

て
築
い
て
い
る
。

金
行

　人
口
減
少
と
高

齢
化
の
対
策
は
。

市
長
　
人
口
減
は
回
避

不
能
を
前
提
に
持
続
可

能
な
形
を
模
索
し
て
い

る
。
高
齢
者
も
生
活
、

行
動
の
様
式
も
変
わ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
に
合
わ
せ
高
齢
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。石丸市長の選挙公約

金行　哲昭
（無所属）

石
飛

　課
題
解
決
を
す

る
都
市
計
画
事
業
の
具

現
化
を
目
標
と
し
た
計

画
策
定
か
を
伺
う
。

市
長
　
都
市
マ
ス
自
体

は
事
業
の
具
体
化
を
目

標
と
し
な
い
。

石
飛

　吉
田
都
市
計
画

区
域
の
都
市
計
画
に
関

す
る
方
針
に
、
神
楽
を

取
り
込
む
可
能
性
は
。

市
長
　
吉
田
都
市
計
画

区
域
の
方
針
に
神
楽
を

盛
り
込
む
可
能
性
は
ゼ

ロ
。

石
飛

　都
市
計
画
に
お

い
て
、
良
好
な
住
環
境

及
び
治
水
対
策
の
都
市

施
設
と
し
て
定
め
、
記

載
す
べ
き
。

市
長
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
こ
の
先

で
検
討
し
て
い
く
手
順

と
な
っ
て
い
る
。

石
飛

　都
市
計
画
審
議

会
の
開
催
は
。

猪
掛
企
画
部
長
　
都
市

計
画
審
議
会
は
、
予
定

を
修
正
し
、
7
月
と
3

月
末
に
計
画
。
吉
田
地

域
は
、
都
市
計
画
・
立

地
適
正
化
計
画
等
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
。

石飛　慶久
（無所属）

秋
田

　労
働
力
不
足
対

策
の
一
案
と
し
て
、
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
展
開
を
検
討
で
き
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
の
農
業
振

興
に
は
、
分
業
・
協
業

を
進
め
る
べ
き
で
、
事

業
体
と
の
連
携
・
活
用

も
必
要
だ
と
思
う
。
そ

の
際
の
課
題
が
農
業
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
体
の
確
保
で
、
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

そ
れ
に
応
じ
た
事
業
者

を
募
り
、
市
内
業
者
の

育
成
、
市
外
で
の
活
動

事
業
者
を
呼
び
込
む
と

い
う
二
軸
で
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　農
地
関
連
法
成
立
の

見
解

秋
田

　農
地
利
用
の
将

来
像
を
描
く
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域

計
画
と
し
て
策
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
法
」

の
今
後
の
見
解
は
。

市
長
　
プ
ラ
ン
作
成
に

は
職
員
等
の
人
手
不
足

の
課
題
が
あ
り
、
作
業

に
お
け
る
効
率
化
が
求

め
ら
れ
、
地
域
ご
と
に

状
況
が
異
な
る
の
で
作

成
の
難
易
度
を
見
極
め

な
が
ら
の
対
応
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

農業支援サービス事業イメージ
（出典：農林水産省農産局ホームページ）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶「
広
報
あ
き
た
か
た
」
に
つ
い

て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
世
界
で
一
番
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
農
業
振
興
に
お
け
る
労
働
力
不

足
対
策
に
つ
い
て

❷
人
・
農
地
関
連
法
成
立
に
対
す

る
今
後
の
見
解
は

③
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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補正予算補正予算

一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加
一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加

4
年
度
補
正

可

決
令和4年度一般会計補正予算（第2号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億8,978万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
200億5,473万円とするものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

企　画　部 18,032

1．歳出【通常分】

過疎地域持続的発展基金積立金300
官民連携手法検討調査業務委託料17,732

産　業　部 21,698

エコヴィレッジかわね不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,700
高宮淡水魚養殖施設不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,500
商工業振興施設（八千代町フォルテ）照明器具改修工事3,220
企業連携推進事業補助金等13,870
農業振興施設管理運営費（工事請負費）785
外郭団体等運営指導事業費（備品購入費）623

教育委員会 5,286 毛利元就郡山城入城500年記念協賛事業補助金等

議会事務局 2,376 委員会議事録作成委託料等

合　　　計 47,392

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナ
ウイルス
感染症対策

142,394

2.歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

〔住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費〕83,056
　臨時特別給付金、システム改修業務委託料等
〔子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費〕24,369
　特別給付金、システム改修業務委託料等
〔新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費〕7,682
　手数料、通信運搬費等
〔新型コロナウイルスワクチン接種事業費〕27,287
　新型コロナウイルスワクチン接種委託料

合　　　計 142,394

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明
国庫支出金 166,730

3.歳入

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費補助金等

県 支 出 金 △439 チャレンジ・里山ワーク事業補助金

市　　　債 9,500 過疎地域持続的発展基金造成
消防用資機材搬送車等整備事業

繰　入　金 13,995 財政調整基金繰入金、ふるさと応援基金繰入金

合　　　計 189,786

6月定例会6月定例会

第1回
臨時議会
5月20日

一般会計5608万2千円追加一般会計5608万2千円追加
（4回目のコロナワクチン接種費用）

予算総額198億6494万4千円予算総額198億6494万4千円
（一般会計補正予算第1号）

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　
承
認 

第
２
号
【
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

　
承
認 

第
３
号 

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

　　
■
概
要

地
方
税
法
等
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
４
年
３
月

31
日
付
で
公
布
さ
れ
４
月
１
日
付
で
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
の
一
部
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
専
決
処
分
と
し
た
も
の
。

　
承
認 

第
４
号
【
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　　
■
概
要

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
。

接
種
の
準
備
を
早
期
に
進
め
る
た
め
専
決
処
分
と

し
た
も
の
。

○
議
案 

第
41
号 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案 

第
42
号 

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
発
議 

第
４
号 

市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
■
概
要

第
41
号
、
第
42
号
お
よ
び
発
議
第
４
号
は
、
と
も

に
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
変
更
。

　い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
・
可
決



　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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補正予算補正予算

一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加
一般会計補正予算（第2号）
1億8978万6千円を追加

4
年
度
補
正

可

決
令和4年度一般会計補正予算（第2号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億8,978万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
200億5,473万円とするものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

企　画　部 18,032

1．歳出【通常分】

過疎地域持続的発展基金積立金300
官民連携手法検討調査業務委託料17,732

産　業　部 21,698

エコヴィレッジかわね不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,700
高宮淡水魚養殖施設不動産鑑定料・調査設計監理委託料1,500
商工業振興施設（八千代町フォルテ）照明器具改修工事3,220
企業連携推進事業補助金等13,870
農業振興施設管理運営費（工事請負費）785
外郭団体等運営指導事業費（備品購入費）623

教育委員会 5,286 毛利元就郡山城入城500年記念協賛事業補助金等

議会事務局 2,376 委員会議事録作成委託料等

合　　　計 47,392

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナ
ウイルス
感染症対策

142,394

2.歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

〔住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費〕83,056
　臨時特別給付金、システム改修業務委託料等
〔子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費〕24,369
　特別給付金、システム改修業務委託料等
〔新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費〕7,682
　手数料、通信運搬費等
〔新型コロナウイルスワクチン接種事業費〕27,287
　新型コロナウイルスワクチン接種委託料

合　　　計 142,394

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明
国庫支出金 166,730

3.歳入

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費補助金等

県 支 出 金 △439 チャレンジ・里山ワーク事業補助金

市　　　債 9,500 過疎地域持続的発展基金造成
消防用資機材搬送車等整備事業

繰　入　金 13,995 財政調整基金繰入金、ふるさと応援基金繰入金

合　　　計 189,786

6月定例会6月定例会

第1回
臨時議会
5月20日

一般会計5608万2千円追加一般会計5608万2千円追加
（4回目のコロナワクチン接種費用）

予算総額198億6494万4千円予算総額198億6494万4千円
（一般会計補正予算第1号）

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　
承
認 

第
２
号
【
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

　
承
認 

第
３
号 

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

　　
■
概
要

地
方
税
法
等
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
４
年
３
月

31
日
付
で
公
布
さ
れ
４
月
１
日
付
で
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
の
一
部
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
専
決
処
分
と
し
た
も
の
。

　
承
認 

第
４
号
【
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　　
■
概
要

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
。

接
種
の
準
備
を
早
期
に
進
め
る
た
め
専
決
処
分
と

し
た
も
の
。

○
議
案 

第
41
号 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案 

第
42
号 

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
発
議 

第
４
号 

市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
■
概
要

第
41
号
、
第
42
号
お
よ
び
発
議
第
４
号
は
、
と
も

に
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
変
更
。

　い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
・
可
決
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一般
質問

一般
質問

田
邊

　「市
政
の
動
き
」

に
議
員
の
居
眠
り
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
事
実

確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
私
自
身
が
現
場

を
確
認
し
て
い
る
。
加

え
て
、
3
月
29
日
付
け

で
議
長
へ
議
員
の
指
導

を
要
請
す
る
通
知
を

送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

反
論
や
異
議
申
し
立
て

が
な
か
っ
た
た
め
、
事

実
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。

田
邊

　寝
て
い
た
と

思
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ

「
ら
し
き
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
た
の
か
。

市
長

　目
を
閉
じ
た
ま

ま
何
ら
身
動
き
が
な
い

状
態
と
い
う
の
は
、
客

観
的
か
つ
一
般
的
に
居

眠
り
と
評
さ
れ
る
。

田
邊

　常
習
化
と
感
じ

て
い
た
な
ら
も
っ
と
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
居
眠
り
へ
の
対

応
は
本
来
、
執
行
部
の

仕
事
で
は
な
い
。

　※「
議
員
定
数
の
条
例

改
正
に
つ
い
て
」
は
６

月
10
日
に
審
議
さ
れ
た

た
め
質
問
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。

「広報あきたかた」5月号の「市政の動き」吉田町都市計画図

田邊　介三
（シセイクラブ）

金
行

　政
治
再
建
と
し

て
政
治
の
わ
か
る
化
、

都
市
開
発
と
し
て
将
来

を
考
え
た
投
資
、
産
業

創
出
と
し
て
リ
モ
ー
ト

を
活
か
し
た
人
材
の
確

保
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
政
治
再
建
は
、

道
半
ば
と
い
う
評
価
、

政
治
の
見
え
る
化
、
分

か
る
化
を
一
層
進
め

る
。
都
市
開
発
と
産
業

創
出
は
中
長
期
の
目
標

で
神
楽
門
前
湯
治
村
、

公
共
交
通
機
関
、病
院
・

防
災
に
つ
い
て
は
取
組

に
着
手
し
て
い
る
。
産

業
創
出
は
、
I
T
の
活

用
と
人
材
の
確
保
に
言

及
し
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
っ

て
築
い
て
い
る
。

金
行

　人
口
減
少
と
高

齢
化
の
対
策
は
。

市
長
　
人
口
減
は
回
避

不
能
を
前
提
に
持
続
可

能
な
形
を
模
索
し
て
い

る
。
高
齢
者
も
生
活
、

行
動
の
様
式
も
変
わ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
に
合
わ
せ
高
齢
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。石丸市長の選挙公約

金行　哲昭
（無所属）

石
飛

　課
題
解
決
を
す

る
都
市
計
画
事
業
の
具

現
化
を
目
標
と
し
た
計

画
策
定
か
を
伺
う
。

市
長
　
都
市
マ
ス
自
体

は
事
業
の
具
体
化
を
目

標
と
し
な
い
。

石
飛

　吉
田
都
市
計
画

区
域
の
都
市
計
画
に
関

す
る
方
針
に
、
神
楽
を

取
り
込
む
可
能
性
は
。

市
長
　
吉
田
都
市
計
画

区
域
の
方
針
に
神
楽
を

盛
り
込
む
可
能
性
は
ゼ

ロ
。

石
飛

　都
市
計
画
に
お

い
て
、
良
好
な
住
環
境

及
び
治
水
対
策
の
都
市

施
設
と
し
て
定
め
、
記

載
す
べ
き
。

市
長
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
こ
の
先

で
検
討
し
て
い
く
手
順

と
な
っ
て
い
る
。

石
飛

　都
市
計
画
審
議

会
の
開
催
は
。

猪
掛
企
画
部
長
　
都
市

計
画
審
議
会
は
、
予
定

を
修
正
し
、
7
月
と
3

月
末
に
計
画
。
吉
田
地

域
は
、
都
市
計
画
・
立

地
適
正
化
計
画
等
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
。

石飛　慶久
（無所属）

秋
田

　労
働
力
不
足
対

策
の
一
案
と
し
て
、
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
展
開
を
検
討
で
き
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
の
農
業
振

興
に
は
、
分
業
・
協
業

を
進
め
る
べ
き
で
、
事

業
体
と
の
連
携
・
活
用

も
必
要
だ
と
思
う
。
そ

の
際
の
課
題
が
農
業
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
体
の
確
保
で
、
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

そ
れ
に
応
じ
た
事
業
者

を
募
り
、
市
内
業
者
の

育
成
、
市
外
で
の
活
動

事
業
者
を
呼
び
込
む
と

い
う
二
軸
で
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　農
地
関
連
法
成
立
の

見
解

秋
田

　農
地
利
用
の
将

来
像
を
描
く
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域

計
画
と
し
て
策
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
法
」

の
今
後
の
見
解
は
。

市
長
　
プ
ラ
ン
作
成
に

は
職
員
等
の
人
手
不
足

の
課
題
が
あ
り
、
作
業

に
お
け
る
効
率
化
が
求

め
ら
れ
、
地
域
ご
と
に

状
況
が
異
な
る
の
で
作

成
の
難
易
度
を
見
極
め

な
が
ら
の
対
応
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

農業支援サービス事業イメージ
（出典：農林水産省農産局ホームページ）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶「
広
報
あ
き
た
か
た
」
に
つ
い

て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
世
界
で
一
番
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
農
業
振
興
に
お
け
る
労
働
力
不

足
対
策
に
つ
い
て

❷
人
・
農
地
関
連
法
成
立
に
対
す

る
今
後
の
見
解
は

③
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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一般
質問

熊
高

　ス
ポ
ー
ツ
庁
の

提
言
す
る
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
活
用
は
。

教
育
長
　
令
和
5
年
度

か
ら
3
年
間
で
改
革

し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
あ
り
方
も
議
論

を
始
め
て
い
る
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て　熊高

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
条
例
の
必
要
性
は
。

市
長
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。一
方
、

思
想
信
条
は
憲
法
に
定

め
が
あ
り
、
個
人
の
意

志
は
尊
重
さ
れ
る
。
相

反
す
る
概
念
の
中
で
、

行
政
が
条
例
等
に
よ
っ

て
強
制
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
状
況
は

　熊
高

　進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
策
定
委
員
会
の

中
で
専
門
的
知
見
を

持
っ
た
正
副
委
員
長
を

中
心
に
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
事
実
を
確
認

し
、課
題
を
洗
い
出
し
、

市
民
に
も
分
か
り
や
す

い
議
論
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

中学校でのスポーツクラブ活動状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

②
市
役
所
機
能
に
つ
い
て

③
神
楽
公
演
に
つ
い
て

④
政
治
改
革
に
つ
い
て

❺
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

❻
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

南
澤

　公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
用

途
廃
止
の
基
準
は
①
耐

用
年
数 

②
低
需
要 

③

建
て
替
え
困
難
な
立

地
、
と
あ
る
。
い
ず
れ

も
該
当
し
な
い
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
膨
張
亀
裂

な
ど
か
ら
安
全
性
確
保

が
出
来
な
い
た
め
判
断

し
た
。

南
澤

　耐
震
診
断
は
。

河
野
建
設
部
長
　

行
っ
て
い
な
い
。

南
澤

　計
画
に
は
「
耐

震
性
不
足
の
た
め
…
」

と
あ
る
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
の
落
下
が

発
生
し
て
い
る
。
耐
震

性
が
理
由
で
は
な
い
。

安
全
性
の
問
題
。

市
長
　
計
画
は
基
本
指

針
で
は
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
全
て
を
履
行

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
な

ど
事
実
を
重
視
し
判
断

し
た
。

南
澤

　収
支
は
黒
字
。

長
く
活
用
す
る
こ
と
が

財
政
的
に
も
、
入
居
者

に
も
よ
い
。
4
年
後
の

用
途
廃
止
ま
で
契
約
更

新
を
認
め
る
考
え
は
な

い
か
。

河
野
建
設
部
長
　
個
別

相
談
会
で
要
望
を
受
け

て
い
る
。
契
約
延
長
を

す
る
。

住民が提出した請願書

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
有
常
友
・
甲
田
住
宅
の
住
宅

用
途
廃
止
に
つ
い
て

②
住
宅
政
策
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

※政務活動費を使用した活動による支出額が交付額（年間 36 万円）を超えている場合は、交付額を
記載しています。（超えた部分は自己負担です。）
※すべての支出について、領収書等で確認しています。
※　巿ホームページ　→　安芸高田市議会　のページにも掲載しています。

条例に基づき、議員の調査研究・活動に要するために必要な経費の一部が交付されます。
安芸高田市では、議員個人に月額３万円交付されています。

令和３年度　政務活動費収支報告令和３年度　政務活動費収支報告

南澤　克彦

田邊　介三

山本　数博

武岡　隆文

新田　和明

芦田　宏治

山根　温子

先川　和幸

児玉　史則

大下　正幸

山本　優　

熊高　昌三

秋田　雅朝

金行　哲昭

石飛　慶久

宍戸　邦夫

合　　計

氏　名 交付金額 支出額
調査研究費 研修費

支出内訳 残余金
（返納額）資料作成費 資料購入費

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

申請なし

4,320,000

161,987

23,232

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,590

70,876

41,448

―

―

1,008,384

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

0

0

―

―

0

5,000

13,222

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

6,400

0

―

―

24,622

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

270

0

0

―

―

270

156,987

10,010

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,320

64,476

41,448

―

―

983,492

198,013

336,768

―

247,724

319,200

172,581

326,120

360,000

―

320,124

312,000

111,410

289,124

318,552

―

―

3,311,616

（単位：円）

請願の趣旨
　市有住宅の廃止に伴う入居者に対す
る対応についてのお願い
請願の要望事項
１　退去期間の延長。
２　低所得者、年金受給者、身障者、
1人親家庭、病気により働けない
者等の公営住宅入居基準者に対す
る住宅の建設、又は、住居費の救
済援助を求める。

３　上記、１・２に関しての協議会を
設けること。

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

か
ん
か
ん
が
く
が
く

ゆ
ち
ゃ
く
だ
ん
ご
う

そ
し
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一般
質問

熊
高

　ス
ポ
ー
ツ
庁
の

提
言
す
る
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
活
用
は
。

教
育
長
　
令
和
5
年
度

か
ら
3
年
間
で
改
革

し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
あ
り
方
も
議
論

を
始
め
て
い
る
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て　熊高

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
条
例
の
必
要
性
は
。

市
長
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。一
方
、

思
想
信
条
は
憲
法
に
定

め
が
あ
り
、
個
人
の
意

志
は
尊
重
さ
れ
る
。
相

反
す
る
概
念
の
中
で
、

行
政
が
条
例
等
に
よ
っ

て
強
制
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
状
況
は

　熊
高

　進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
策
定
委
員
会
の

中
で
専
門
的
知
見
を

持
っ
た
正
副
委
員
長
を

中
心
に
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
事
実
を
確
認

し
、課
題
を
洗
い
出
し
、

市
民
に
も
分
か
り
や
す

い
議
論
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

中学校でのスポーツクラブ活動状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

②
市
役
所
機
能
に
つ
い
て

③
神
楽
公
演
に
つ
い
て

④
政
治
改
革
に
つ
い
て

❺
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

❻
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

南
澤

　公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
用

途
廃
止
の
基
準
は
①
耐

用
年
数 

②
低
需
要 

③

建
て
替
え
困
難
な
立

地
、
と
あ
る
。
い
ず
れ

も
該
当
し
な
い
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
膨
張
亀
裂

な
ど
か
ら
安
全
性
確
保

が
出
来
な
い
た
め
判
断

し
た
。

南
澤

　耐
震
診
断
は
。

河
野
建
設
部
長
　

行
っ
て
い
な
い
。

南
澤

　計
画
に
は
「
耐

震
性
不
足
の
た
め
…
」

と
あ
る
が
。

河
野
建
設
部
長
　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
の
落
下
が

発
生
し
て
い
る
。
耐
震

性
が
理
由
で
は
な
い
。

安
全
性
の
問
題
。

市
長
　
計
画
は
基
本
指

針
で
は
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
全
て
を
履
行

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
な

ど
事
実
を
重
視
し
判
断

し
た
。

南
澤

　収
支
は
黒
字
。

長
く
活
用
す
る
こ
と
が

財
政
的
に
も
、
入
居
者

に
も
よ
い
。
4
年
後
の

用
途
廃
止
ま
で
契
約
更

新
を
認
め
る
考
え
は
な

い
か
。

河
野
建
設
部
長
　
個
別

相
談
会
で
要
望
を
受
け

て
い
る
。
契
約
延
長
を

す
る
。

住民が提出した請願書

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
有
常
友
・
甲
田
住
宅
の
住
宅

用
途
廃
止
に
つ
い
て

②
住
宅
政
策
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

※政務活動費を使用した活動による支出額が交付額（年間 36 万円）を超えている場合は、交付額を
記載しています。（超えた部分は自己負担です。）
※すべての支出について、領収書等で確認しています。
※　巿ホームページ　→　安芸高田市議会　のページにも掲載しています。

条例に基づき、議員の調査研究・活動に要するために必要な経費の一部が交付されます。
安芸高田市では、議員個人に月額３万円交付されています。

令和３年度　政務活動費収支報告令和３年度　政務活動費収支報告

南澤　克彦

田邊　介三

山本　数博

武岡　隆文

新田　和明

芦田　宏治

山根　温子

先川　和幸

児玉　史則

大下　正幸

山本　優　

熊高　昌三

秋田　雅朝

金行　哲昭

石飛　慶久

宍戸　邦夫

合　　計

氏　名 交付金額 支出額
調査研究費 研修費

支出内訳 残余金
（返納額）資料作成費 資料購入費

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

申請なし

申請なし

4,320,000

161,987

23,232

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,590

70,876

41,448

―

―

1,008,384

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

0

0

―

―

0

5,000

13,222

―

0

0

0

0

0

―

0

0

0

6,400

0

―

―

24,622

0

0

―

0

0

0

0

0

―

0

0

270

0

0

―

―

270

156,987

10,010

―

112,276

40,800

187,419

33,880

0

―

39,876

48,000

248,320

64,476

41,448

―

―

983,492

198,013

336,768

―

247,724

319,200

172,581

326,120

360,000

―

320,124

312,000

111,410

289,124

318,552

―

―

3,311,616

（単位：円）

請願の趣旨
　市有住宅の廃止に伴う入居者に対す
る対応についてのお願い
請願の要望事項
１　退去期間の延長。
２　低所得者、年金受給者、身障者、
1人親家庭、病気により働けない
者等の公営住宅入居基準者に対す
る住宅の建設、又は、住居費の救
済援助を求める。

３　上記、１・２に関しての協議会を
設けること。

　　
賛
成
討
論

　熊
高
　
私
の
結
論
は
８
人
で
民

意
は
反
映
で
き
る
と
考
え
た
。

私
は
以
前
か
ら
定
数
10
人
で
良

い
と
言
っ
て
き
た
。
は
た
し
て

現
在
の
16
人
な
ら
民
意
が
反
映

で
き
る
の
か
？
数
が
多
い
か
ら

民
意
が
反
映
で
き
て
い
る
の

か
？

　
こ
こ
一
週
間
、
か
な
り
の
方

と
意
見
を
交
わ
し
当
然
賛
否
両

論
、
千
差
万
別
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
８
人
と
い

う
数
字
は
市
長
か
ら
議
員
と
そ

れ
を
選
ぶ
市
民
の
覚
悟
を
問
う

数
字
だ
と
受
け
止
め
た
。
議
員

も
人
間
な
の
で
得
意
不
得
意
は

あ
る
。た
だ
、８
人
が
補
い
合
っ

て
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
意
見

の
届
く
政
治
は
不
可
能
で
は
な

い
と
私
は
思
う
。

　
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、
第

三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
言
葉
が
心
に
刺
っ
た
。「
勇

気
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
は

多
数
派
で
あ
る
。」も
う
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
が
、
新
た
な

革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

こ
う
い
っ
た
思
い
で
私
の
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

　　
反
対
討
論

　山
本
（
数
）　
本
提
案
は
、
経
過

を
含
め
、
本
市
の
多
く
の
市
民

の
支
持
が
得
ら
れ
る
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
提
案
は
唐
突
で
、

し
か
も
記
者
会
見
で
、
３
月
の

副
市
長
定
数
条
例
の
お
返
し
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
行

な
い
、
報
復
を
臭
わ
せ
る
よ
う

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
質
疑
で
否
決
あ
り
き
で
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

ま
た
市
長
は
、
ネ
ッ
ト
番
組
で

政
治
再
建
を
行
う
と
発
言
し
た

が
、
突
飛
な
発
想
と
手
法
で
独

自
の
政
治
再
建
論
を
も
っ
て
、

安
芸
高
田
市
を
実
験
台
に
使
わ

れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
な
話
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
過
程
を

踏
襲
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
市
民
を
愚
弄
す
る
よ

う
な
行
為
と
、
市
民
の
権
利
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。

南
澤
　
市
長
の
説
明
の
多
く
は

共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
例
え

ば
「
競
争
が
必
要
だ
」、「
議
員

は
不
断
の
努
力
で
研
さ
ん
を
し
、

責
任
を
果
す
」、「
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
市
民
に
開
示
す
る
」
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も

な
お
、
議
員
定
数
８
が
最
適
な

の
か
、
議
員
報
酬
、
充
て
職
は

こ
の
ま
ま
で
良
い
か
、
そ
う

い
っ
た
議
論
が
必
要
だ
。
例
え

ば
委
員
会
は
今
の
ま
ま
定
数
半

減
す
れ
ば
、
委
員
長
１
人
と
３

人
の
委
員
で
判
断
し
て
行
く
。

そ
の
審
議
、
判
断
で
暴
走
は
起

き
な
い
の
か
？
丁
寧
に
議
論
を

積
み
上
げ
、
そ
の
結
果
、
８
名

で
妥
当
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば

賛
成
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で

責
任
を
持
っ
て
８
人
で
い
い
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
め
て
、
話
し
合
い
の
中
で
、

競
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
削
減
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
問
題
提

起
は
受
け
止
め
、
た
だ
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
す

る
。

田
邊
　
今
回
の
議
員
定
数
削
減

の
条
例
改
正
案
の
話
は
、
５
月

24
日
の
市
長
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
17
日
間
。
議
論
を
し
尽
く

し
た
と
言
え
る
状
態
で
は
な
い
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

８
名
で
い
い
と
い
う
根
拠
は
何

も
な
い
。
た
だ
、
16
名
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
議

論
が
必
要
だ
。
住
民
自
治
と
い

う
観
点
か
ら
議
員
定
数
を
変
更

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意

思
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
調
査

し
、
そ
れ
を
元
に
議
論
し
、
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
答
え

を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
今
、
議
員
定
数
の

条
例
改
正
を
し
て
も
基
本
的
に

は
次
の
一
般
選
挙
ま
で
は
定
数

16
の
ま
ま
だ
。
次
の
選
挙
は
２

年
後
。
そ
こ
に
向
け
て
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
住

民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

調
査
し
、
議
論
を
し
て
行
く
こ

と
が
、
真
の
住
民
自
治
と
考
え

反
対
と
す
る
。

山
根
　
今
回
の
定
数
半
減
に
つ

い
て
は
議
会
に
は
全
く
説
明
も

な
く
、
５
月
24
日
の
市
長
定
例

記
者
会
見
の
資
料
が
、「
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
と
の
表
題
の
も
と
、
A
４

判
片
面
一
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
趣
旨
、
市
議
会
議
員

定
数
現
行
16
名
を
８
名
減
に
す

る
条
例
改
正
を
検
討
中
と
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
議
案
と
し
て
出

さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー

以
外
に
何
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
、新
聞
報
道
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
で
驚
く
ば
か
り
だ
。
先

ほ
ど
市
長
は
、
副
市
長
の
と
き

は
議
運
で
知
っ
た
と
言
っ
た
が
、

首
長
と
議
会
の
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
二
元
代
表
制
だ
。
議
会

は
、
非
常
に
大
き
な
権
限
を

持
っ
た
市
長
や
執
行
機
関
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
監
視
機
能
を
果

し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
市
長
の
ス
ト
ッ

パ
ー
と
な
る
。
な
ん
と
今
回
は
、

こ
の
議
案
の
提
出
、
議
会
の
定

数
を
市
長
自
ら
が
半
減
す
る
議

案
を
出
さ
れ
た
こ
と
。
二
元
代

表
制
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
市
長
は
先
ほ
ど
多
様

性
に
つ
い
て
、
８
名
で
は
偏
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
属

性
の
偏
り
、
多
様
性
は
難
し
い

議
論
だ
。
何
種
類
あ
る
と
考
え

る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
近
年
多
様
な
人
材
が

議
会
に
参
画
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
定

数
が
半
減
す
れ
ば
、
そ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
が
さ
ら
に
は
多

様
な
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
安
芸
高

田
市
人
口
の
半
分
は
女
性
だ
。

だ
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、

わ
た
く
し
、
一
人
が
女
性
だ
。
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■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
そ
の
枠

を
し
ぼ
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
想
像
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。
つ
ま
り
性
別

や
年
齢
、
職
種
な
ど
、
女
性
や

若
者
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
方
々

の
参
画
、
今
後
に
つ
い
て
は
必

要
だ
。
そ
の
機
会
を
、
声
を
届

け
る
機
会
を
減
ら
す
。
こ
の
条

例
改
正
案
に
反
対
す
る
。

先
川
　
先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁

で
「
恥
を
知
れ
」
と
大
き
な
声

を
出
さ
れ
た
が
、
全
く
品
位
の

な
い
行
為
だ
。
今
、
本
市
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
依
然
と
し
て
連
日
０
と
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
行
動
も
、
大

き
く
制
約
さ
れ
、
い
つ
終
わ
る

の
か
不
安
の
中
で
目
に
見
え
な

い
敵
と
戦
っ
て
い
る
最
中
だ
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
突
然
議

員
定
数
を
今
の
16
か
ら
８
に
半

減
す
る
と
い
う
条
例
案
が
提
出

さ
れ
た
。
市
長
は
地
方
自
治
の

仕
組
み
と
か
は
、
よ
く
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
る
事
と
は
思
う
が
、

議
員
定
数
を
半
減
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
意

向
が
市
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
地
方
自
治
が
そ
れ
だ

け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
？
そ
れ
は
当
然
、
慎
重
に

幅
広
く
市
民
の
声
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

議
会
は
そ
う
し
た
丁
寧
な
手
続

き
を
取
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
残
念
な
が
ら
そ
れ
も

さ
れ
ず
、
ま
さ
に
市
民
を
、
議

会
を
無
視
し
た
暴
挙
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
先
の
定
例
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
副
市
長
２
名
を
１
名
に
変

更
可
決
し
た
。
市
長
は
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
に
対
し
議
員
定
数

半
減
を
機
械
的
に
対
応
し
た
と

言
う
が
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
、
と
い
う
よ
う
に
も
見
ら
れ
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
あ
ま
り
に

も
寂
し
い
論
理
だ
。
私
は
副
市

長
の
定
数
と
議
員
定
数
は
全
く

別
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
問
題
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
市

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

心
の
痛
み
を
感
じ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
あ
っ
て
の
安
芸

高
田
市
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
健
全
な
る
市
政
運
営
を
望

み
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

大
下
　
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
議
案
提
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き

な
い
。
議
会
は
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
、
ま
た
そ
れ
を
反
映

さ
せ
る
機
関
だ
。
議
員
定
数
は

住
民
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
重

要
な
事
項
。
こ
れ
ま
で
議
会
自

ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
人
口
、
立
地
、

財
政
状
況
、
議
員
の
役
割
、
議

員
の
使
命
等
、
総
合
的
に
検
討

し
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
結
果
、

現
在
の
定
数
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
く
二
元
代
表
制

の
意
義
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
を
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　　
採
　
決

　賛
成
　
熊
高

　反
対
　
南
澤
・
田
邊
・
山
本（
数
）

・
武
岡
・
新
田
・
芦
田
・
山
根

・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・
山
本

（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

か
ん
か
ん
が
く
が
く

ゆ
ち
ゃ
く
だ
ん
ご
う

そ
し
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議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」

①抜本的な財政健全化の必要性
議員8名削減によって人件費約4,500万円圧縮可能。副市長の約1,200万円と比べかなり負担軽減となる。
②市民の評価
居眠りをする、一般質問をしない、説明責任を果たさない、こんな議員はいらないという声を多く聞いている。

一般会計補正予算（第2号）一般会計補正予算（第2号）
（コロナ禍の臨時特別給付事業、官民連携手法検討調査業務等）

予算総額200億5473万円予算総額200億5473万円
・議会議員定数条例の一部を改正する条例
・市議会議員及び市長の選挙における選挙運動費用の
　公費負担に関する条例の一部を改正する条例
・エコヴィレッジかわね／高宮淡水魚養殖施設　
　設置及び管理条例を廃止する条例

　　
６
月
定
例
会

　　
６
月
定
例
会
を
６
月
10
〜
27

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
予

算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し

ま
し
た
。

（
↓
７
ペ
ー
ジ
）　

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
↓
８
〜
11
ペ
ー
ジ
）　

　　
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
16
の
同
意
案
と
５
議
案
に
つ

い
て
は
、
議
案
第
43
号
「
議
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」は
否
決
、そ
の
他
の
議
案
、

議
員
発
議
２
件
は
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
↓
12
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
↓
13
〜
16
ペ
ー
ジ
）

　■
議
案
第
43
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
賛
成
少
数
↓
否
決

　（詳
細
　
３
〜
６
ペ
ー
ジ
）

　　■
議
員
発
議
（
２
件
）

　○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
少
人
数
学
級
、
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
　

■
主
な
議
案
審
査
の

　
　
　
概
要
と
質
疑

　■
同
意
第
４
〜
19
号

　
公
平
委
員
会
委
員
（
４
号
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
（
５
〜
７
号
）

　
農
業
委
員
会
委
員
（
８
〜
19

号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
選
任
・
任
命
に
同

意
す
る
も
の
。

　
※
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
の
氏
名
に
つ

い
て
は
、
広
報
あ
き
た
か
た
及

び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
議
案
第
44
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
及
び
安

芸
高
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　　
■
概
要

　
令
和
４
年
４
月
６
日
に
公

布
お
よ
び
施
行
さ
れ
た
「
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
伴
う
も

の
。

　　■
議
案
第
45
号

安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

か
わ
ね
設
置
及
び
管
理
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

■
議
案
第
46
号

安
芸
高
田
市
高
宮
淡
水
魚
養
殖

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

（
詳
細
　
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　　
■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

主
な
審
査

提案内容 議員定数　16→８へ半減するもの
提案理由 副市長定数削減の理由と全く同じ

可決

可決

否決

議会のうごき議会のうごき

4月

4月～6月の
議会の主な活動状況
4月～6月の
議会の主な活動状況

5月
12日　議会運営委員会
20日　第1回臨時会
　　　　全員協議会

6月
　3日　議会運営委員会
10日　第2回定例会（開会）
13日　予算決算常任委員会
　　　　議会広報特別委員会
15日　本会議（一般質問）
16日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
20日　全員協議会
21日　総務文教常任委員会
22日　産業厚生常任委員会
27日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　和
木

　ま
り
子
　さん

　友
達
に
誘
わ
れ
て
初
め

て
行
っ
た
け
ど
、
議
員
さ

ん
達
の
仕
事
ぶ
り
も
見
れ

た
し
良
か
っ
た
で
す
。
昼

前
見
た
感
じ
と
し
て
は
市

長
は
的
確
に
言
わ
れ
て
い

た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
ね
。
副
市
長
の
話

を
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
っ
て
も
安
芸
高
田
市
の

人
口
だ
と
一
人
で
い
い
と

思
い
ま
す
よ
。
議
員
を
半

分
に
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
か
な
。
段
階
的
に

変
え
て
い
く
方
が
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
よ
。
安

芸
高
田
市
以
外
の
地
域
の

人
達
か
ら
も
注
目
の
的
、

あ
る
意
味
す
ご
い
こ
と
だ

よ
ね
。

甲
田
町

　　奥
田

　順
子
　さん

　今
回
、
初
め
て
市
議
会

定
例
会
に
行
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
感
想
と
し

て
、
私
は
今
実
家
の
田
ん

ぼ
の
管
理
で
困
っ
て
い
る

の
で
、
今
日
の
農
業
振
興

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に

す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
議
員
さ
ん
の
質
問
と

市
長
さ
ん
の
考
え
を
聞
い

て
い
て
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
安
心
し
、
私
の
実
家
の

こ
と
で
す
が
母
も
亡
く
な

り
、
実
家
だ
っ
た
家
も
売

れ
、
私
が
田
ん
ぼ
な
ど
不

動
産
の
管
理
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
不
安
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会だより第74号へのリンク（8月25日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第3回定例会は
　9月上旬から開会を予定しています

　1日　全員協議会
11日　議会広報特別委員会
20日　全員協議会
26日　議会広報特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

●P7　一般会計補正予算（第13号）　「歳出」の表
　・広域ネットワーク管理事業費　〈誤〉　3,506　→　〈正〉　△3,506
　・児童手当給付事業費　　　　　〈誤〉△2,591　→　〈正〉△25,910
　
●P14　一般質問　山本数博議員の見出し
　・〈誤〉市長／民家の賃貸住宅～　→　〈正〉市長／民間の賃貸住宅～

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1819

中国市議会議長会　議員表彰

７月１４～１７日の４日間、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマによる意見交換を行った後、テーマ以外の意見もお聞きしました。
詳しい内容については次号の議会だよりにて掲載する予定です。

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

議員24年　：　熊高　昌三
議員20年　：　秋田　雅朝

全国市議会議長会　議員表彰
議員15年　：　山本　　優
議員10年　：　山根　温子

表　彰表　彰

地域懇談会地域懇談会

73号の誤記訂正について73号の誤記訂正について

議会の
うごき

議会だより第73号に誤りがありました。
訂正し、お詫びいたします。お詫びと訂正
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田
市
の

人
口
だ
と
一
人
で
い
い
と

思
い
ま
す
よ
。
議
員
を
半

分
に
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
か
な
。
段
階
的
に

変
え
て
い
く
方
が
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
よ
。
安

芸
高
田
市
以
外
の
地
域
の

人
達
か
ら
も
注
目
の
的
、

あ
る
意
味
す
ご
い
こ
と
だ

よ
ね
。

甲
田
町

　　奥
田

　順
子
　さん

　今
回
、
初
め
て
市
議
会

定
例
会
に
行
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
感
想
と
し

て
、
私
は
今
実
家
の
田
ん

ぼ
の
管
理
で
困
っ
て
い
る

の
で
、
今
日
の
農
業
振
興

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に

す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
議
員
さ
ん
の
質
問
と

市
長
さ
ん
の
考
え
を
聞
い

て
い
て
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
安
心
し
、
私
の
実
家
の

こ
と
で
す
が
母
も
亡
く
な

り
、
実
家
だ
っ
た
家
も
売

れ
、
私
が
田
ん
ぼ
な
ど
不

動
産
の
管
理
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
不
安
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会だより第74号へのリンク（8月25日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第3回定例会は
　9月上旬から開会を予定しています

　1日　全員協議会
11日　議会広報特別委員会
20日　全員協議会
26日　議会広報特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

●P7　一般会計補正予算（第13号）　「歳出」の表
　・広域ネットワーク管理事業費　〈誤〉　3,506　→　〈正〉　△3,506
　・児童手当給付事業費　　　　　〈誤〉△2,591　→　〈正〉△25,910
　
●P14　一般質問　山本数博議員の見出し
　・〈誤〉市長／民家の賃貸住宅～　→　〈正〉市長／民間の賃貸住宅～

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 第74号　令和4年 8 月15日発行 1819

中国市議会議長会　議員表彰

７月１４～１７日の４日間、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマによる意見交換を行った後、テーマ以外の意見もお聞きしました。
詳しい内容については次号の議会だよりにて掲載する予定です。

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

議員24年　：　熊高　昌三
議員20年　：　秋田　雅朝

全国市議会議長会　議員表彰
議員15年　：　山本　　優
議員10年　：　山根　温子

表　彰表　彰

地域懇談会地域懇談会

73号の誤記訂正について73号の誤記訂正について

議会の
うごき

議会だより第73号に誤りがありました。
訂正し、お詫びいたします。お詫びと訂正

安芸高田市議会だより 23 第74号　令和4年 8 月15日発行

6月定例会6月定例会 6月定例会6月定例会

議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」議案第43号「議員定数条例の一部を改正する条例」

①抜本的な財政健全化の必要性
議員8名削減によって人件費約4,500万円圧縮可能。副市長の約1,200万円と比べかなり負担軽減となる。
②市民の評価
居眠りをする、一般質問をしない、説明責任を果たさない、こんな議員はいらないという声を多く聞いている。

一般会計補正予算（第2号）一般会計補正予算（第2号）
（コロナ禍の臨時特別給付事業、官民連携手法検討調査業務等）

予算総額200億5473万円予算総額200億5473万円
・議会議員定数条例の一部を改正する条例
・市議会議員及び市長の選挙における選挙運動費用の
　公費負担に関する条例の一部を改正する条例
・エコヴィレッジかわね／高宮淡水魚養殖施設　
　設置及び管理条例を廃止する条例

　　
６
月
定
例
会

　　
６
月
定
例
会
を
６
月
10
〜
27

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
予

算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し

ま
し
た
。

（
↓
７
ペ
ー
ジ
）　

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
↓
８
〜
11
ペ
ー
ジ
）　

　　
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
16
の
同
意
案
と
５
議
案
に
つ

い
て
は
、
議
案
第
43
号
「
議
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」は
否
決
、そ
の
他
の
議
案
、

議
員
発
議
２
件
は
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
↓
12
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
↓
13
〜
16
ペ
ー
ジ
）

　■
議
案
第
43
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
賛
成
少
数
↓
否
決

　（詳
細
　
３
〜
６
ペ
ー
ジ
）

　　■
議
員
発
議
（
２
件
）

　○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
少
人
数
学
級
、
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
　

■
主
な
議
案
審
査
の

　
　
　
概
要
と
質
疑

　■
同
意
第
４
〜
19
号

　
公
平
委
員
会
委
員
（
４
号
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
（
５
〜
７
号
）

　
農
業
委
員
会
委
員
（
８
〜
19

号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
選
任
・
任
命
に
同

意
す
る
も
の
。

　
※
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
の
氏
名
に
つ

い
て
は
、
広
報
あ
き
た
か
た
及

び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
議
案
第
44
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
及
び
安

芸
高
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　　
■
概
要

　
令
和
４
年
４
月
６
日
に
公

布
お
よ
び
施
行
さ
れ
た
「
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
伴
う
も

の
。

　　■
議
案
第
45
号

安
芸
高
田
市
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

か
わ
ね
設
置
及
び
管
理
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

■
議
案
第
46
号

安
芸
高
田
市
高
宮
淡
水
魚
養
殖

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

（
詳
細
　
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　　
■
質
疑

　金
行
　
議
員
定
数
の
半
減
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
理
解
は
最
終
的

に
は
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
い

て
は
私
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
こ

こ
で
問
題
提
起
を
し
た
。
市
の

代
表
と
し
て
、
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
市
民
に
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
問
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
判
断
す
る
の
は
、

ま
た
市
民
。
ま
ず
は
市
民
に
事

実
を
、
実
態
を
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
真
の
理
解
が
生
ま
れ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
な
ぜ
今
な
の
か
。
熟
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
熟
慮
、
意
見
交
換
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。 

そ
れ
は
、
果
た

し
て
副
市
長
人
事
の
時
に
あ
っ

た
の
か
。
私
の
感
覚
で
は
認
識

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
か
。

３
月
に
受
け
止
め
た
議
会
の
決

意
、
判
断
。
そ
れ
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
た
め
に
最
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
今
回
の
定
例
会
で
提

案
し
た
。

南
澤
　
①
議
員
の
質
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
定
数
を
減
ら

す
と
い
う
が
、
定
数
削
減
し
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
質
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
説

明
を
求
め
る
。

　
②
執
行
部
の
依
頼
で
、
各
種

の
審
議
会
・
協
議
会
な
ど
の
委

員
を
議
員
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
い
わ
ゆ
る
「
充
て
職
」
が
、

52
人
分
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
現
状

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

　
③
議
員
定
数
半
減
案
は
、
市

長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
政
治
再

建
」
の
取
り
組
み
と
受
け
止
め

る
。
こ
の
削
減
案
を
通
じ
、
議

会
や
議
員
、
あ
る
い
は
市
民
に

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
　
①
議
員
の
質
、
高
ま
る

と
思
う
。
な
ぜ
か
。
限
ら
れ
た

椅
子
を
競
う
、
こ
れ
が
選
挙
。

椅
子
が
減
れ
ば
、
競
争
は
激
し

く
な
る
。
競
争
と
い
う
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
質
を

高
め
る
は
ず
だ
。

　
②
充
て
職
は
い
か
よ
う
に
も

調
整
で
き
る
。
見
直
し
は
可
能

だ
。
そ
し
て
、
議
員
ご
自
身
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
さ
れ
て
い

る
議
員
は
、
一
人
も
い
な
い
は

ず
。
年
収
６
０
０
万
弱
の
職
、

も
っ
と
働
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
と
言
う
思
い
は
あ
っ
て
自

然
だ
。

　
③
こ
の
ま
ち
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
問

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

も
う
も
た
な
い
。
改
革
が
必
要

だ
。
で
も
改
革
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
改
革

の
根
っ
こ
に
必
要
な
の
は
市
民

の
意
識
改
革
だ
。
市
民
の
意
識

に
訴
え
る
、
こ
れ
が
私
の
す
べ

て
の
政
策
の
一
丁
目
一
番
地
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
提
案
も

含
め
、
政
治
再
建
を
最
重
視
し

て
い
る
。

田
邊
　
①「
議
員
に
対
す
る
市

民
の
評
価
」
と
言
う
が
、
ど
の

よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

　
②
５
月
24
日
の
記
者
会
見
で

は
「
１
０
０
％
可
決
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

５
月
31
日
の
ネ
ッ
ト
番
組
で
は

「
否
決
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
や

る
べ
き
提
案
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
発
言
が
変
化
し
た

理
由
は
。

　
③
現
在
の
定
数
16
名
で
も
議

員
の
属
性
は
非
常
に
偏
っ
て
い

る
。
定
数
が
８
名
に
な
る
と
さ

ら
に
偏
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
①
３
月
の
副
市
長
定
数

の
際
、
田
邊
議
員
が
こ
こ
で
ご

発
言
さ
れ
た
そ
れ
と
同
一
。「
そ

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
。
市
役
所
の
メ
ー
ル
、

私
宛
の
D
M
、
直
接
口
伝
え
、

人
伝
え
。
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ

と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

た
だ
、
３
月
の
時
点
で
議
員
の

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
市

民
の
声
、
市
民
の
感
覚
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
以
上
で
は
決
し

て
な
い
は
ず
だ
。

　
②
い
わ
ゆ
る
本
音
と
建
前
と

言
う
も
の
だ
。
私
は
議
会
、
議

場
と
い
う
の
は
建
前
を
大
事
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。
即
ち
ロ

ジ
ッ
ク
。
何
を
言
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
に
言
っ
た
か
、
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
１

０
０
％
可
決
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
背
景

だ
。
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
音
の
部

分
だ
。
実
態
と
し
て
は
ロ
ジ
ッ

ク
で
は
な
く
、
感
情
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
ま
ず
無
理

で
し
ょ
う
」
と
率
直
に
感
想
を

申
し
上
げ
た
。
故
に
相
反
す
る

二
つ
の
見
解
が
世
に
出
て
い
る
。

　
③
属
性
が
偏
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

16
人
い
る
と
属
性
は
う
ま
く
分

か
れ
る
の
か
？
５
人
だ
っ
た
ら
、

１
０
０
人
だ
っ
た
ら
？
　

　
違
う
角
度
で
指
摘
す
れ
ば
、

一
体
こ
の
多
様
性
と
い
う
の
を

何
種
類
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
個
性
、属
性
、無
数
に
あ
る
。

何
種
類
か
、
定
義
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
そ
う
し
た
時
に
属

性
の
偏
り
云
々
で
定
数
を
議
論

す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
極
め

て
難
し
い
作
業
だ
。

田
邊
　
①
定
数
が
減
る
こ
と
で

競
争
が
高
ま
り
、
質
が
上
が
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
代
表
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
残
る
中
で
、

必
ず
し
も
望
む
通
り
の
結
果
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
②
副
市
長
と
議
員
の
役
割
は

違
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長

の
ロ
ジ
ッ
クy=

1
/2
x

と
い

う
部
分
、
副
市
長
定
数
と
議
員

定
数
は
仕
事
内
容
が
違
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
①
現
状
で
は
競
争
が
ほ

と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

の
前
の
選
挙
が
そ
う
だ
。
仮
に

こ
の
ま
ま
16
人
の
方
々
が
次
、

８
議
席
を
競
わ
れ
た
時
に
は
、

死
に
物
狂
い
に
な
る
は
ず
だ
。

市
民
の
声
を
頑
張
っ
て
聞
い
て

ま
わ
り
、
逆
に
市
民
の
代
表
と

し
て
市
民
に
市
の
事
務
事
業
を

説
い
て
回
る
は
ず
。
そ
の
意
識

が
競
争
原
理
だ
と
考
え
る
。

　
②
副
市
長
と
議
員
と
い
う
も

の
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
い
う

意
見
。
そ
れ
は
見
解
の
違
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
。
た

だ
、
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
現
に
こ
こ
に
居

る
副
市
長
、
大
変
な
業
務
で
責

任
も
大
き
な
職
だ
。
そ
れ
が
議

員
の
そ
れ
に
比
べ
て
軽
い
、
と

私
は
到
底
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
、
そ
の
想
い
だ

け
は
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

だ
。

熊
高
　
①
定
数
８
名
に
し
た
場

合
、
市
民
の
意
見
が
届
き
に
く

く
な
る
の
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

８
名
に
し
た
時
に
ど
ん
な
形
を

作
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
上
が

り
や
す
く
な
る
か
。

　
②
財
源
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
８
名
に
す
る
と
４
５

０
０
万
が
影
響
し
て
く
る
。
で

あ
れ
ば
、
８
名
に
し
た
と
き
の

議
員
報
酬
、
若
い
方
の
立
候
補
、

あ
る
い
は
議
員
と
し
て
活
動
が

し
や
す
い
形
に
す
る
の
に
、
現

在
の
報
酬
で
は
少
し
物
足
り
な

い
と
い
う
意
見
も
全
国
的
な
流

れ
で
あ
る
。
報
酬
を
倍
に
し
た

ら
財
源
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

ど
の
辺
が
適
当
な
の
か
、
市
長

の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

市
長
　
①
私
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
熟
慮
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
。 

地
域
懇
談
会
を
や

る
予
定
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
が
、

未
だ
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
・
市
民
の
声

を
集
約
す
る
ソ
フ
ト
・
ア
プ
リ

な
ど
の
活
用
。
属
性
・
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
議
論
。
方
法
は
い
く

ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

　
②
今
回
は
報
酬
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
行
く
と
、
副
市
長
の

報
酬
、
倍
に
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
今
回
は
単
純
に
３
月

の
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
形

で
定
数
を
半
減
と
し
て
る
。

も
っ
と
も
議
員
の
な
り
手
不
足
、

日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
。
実

際
、
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は

報
酬
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
が
と
や
か
く
い
う
話
で
な
く
、

議
会
が
情
報
収
集
・
研
究
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
高
　
私
も
議
会
運
営
委
員
長

と
し
て
、
地
域
懇
談
会
を
ど
う

す
る
か
協
議
を
し
て
い
る
。
議

員
の
中
か
ら
も
、
手
法
を
変
え

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

意
見
も
出
た
が
、
議
会
は
合
議

制
で
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
て
い
く
と
い
う
も
ど
か
し
さ

も
あ
る
。

　
市
長
と
合
議
体
の
議
会
は
違

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
認
識
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
本
筋
か
ら
ず
れ
る
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
お
答
え

す
る
。
ま
ず
手
法
を
変
え
る
と

い
う
点
。
そ
れ
は
必
須
だ
。
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
や
り
方
を

変
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
事

な
の
は
手
段
で
は
な
く
目
的
だ

か
ら
だ
。
地
域
懇
談
会
と
い
う

手
段
を
大
事
に
し
て
い
て
も
意

味
が
な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
場
が
適
切
か
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
解
を
見

出
す
の
が
仕
事
だ
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
こ
と
が
や
り
た
い
、
と

い
う
の
は
惰
性
で
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
読
み
、
そ
の
中
で
最
適
解

を
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
合
議
制
、
理
解
は
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
た
だ
、
や
る
こ
と

は
同
じ
だ
。「
検
討
し
、
判
断

す
る
、
実
施
す
る
」
こ
れ
を
公

明
正
大
に
市
民
に
伝
え
る
と
言

う
点
だ
。
合
議
制
、
結
構
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
侃
侃
諤
諤
、
議
論

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の

は
議
論
の
過
程
を
し
っ
か
り
と

記
録
し
、
公
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
が
何
と
言
っ
た
の
か
？
暫
時

休
憩
の
間
に
ご
に
ょ
ご
に
ょ

や
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
結
論

が
出
て
い
る
な
ん
て
言
う
の
は

議
論
で
は
な
い
。
癒
着
談
合
の

誹
り
を
免
れ
な
い
。
合
議
体
で

あ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
何
が
大
事

な
の
か
？
そ
れ
を
改
め
て
意
識

し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

石
飛
　
議
員
定
数
８
人
、
本
気

で
絶
対
安
芸
高
田
市
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
気
持
ち
で
提
出

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問

題
提
起
で
提
出
し
た
の
か
？

　市
長
　
全
て
。
議
員
定
数
削
減

そ
の
も
の
、
問
題
提
起
。
狙
い

が
一
つ
し
か
な
い
な
ん
て
、
遠

慮
が
ち
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

一
つ
の
策
で
複
数
の
効
果
を
当

然
考
え
る
。
そ
の
分
、
費
用
も

発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
ま
ち
に
と
っ
て
必

要
か
否
か
？
そ
の
基
準
に
お
い

て
判
断
し
て
い
る
。

主
な
審
査

提案内容 議員定数　16→８へ半減するもの
提案理由 副市長定数削減の理由と全く同じ
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今
年
の
梅
雨
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
西
日
本
で
は
暑
い
日

が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、
平
成

30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
や
昨
年

の
８
月
豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
た

大
雨
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
２
月
よ
り
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

り
、
化
石
燃
料
や
食
料
品
・
電
気

等
あ
ら
ゆ
る
物
が
高
騰
し
、
生
活

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
自
然
災
害
の
対
応
策
、
コ
ロ
ナ

と
共
存
し
た
生
活
環
境
、
さ
ら
に

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
課
題
な

ど
「
市
民
の
命
と
財
産
を
守
り
ぬ

く
」
そ
の
大
き
な
使
命
を
議
会
議

員
は
担
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に
自

覚
し
忘
れ
ま
い
、
と
の
思
い
で
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
新
田
　
和
明
）
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毛利元就公墓前祭（7月16日）

吉　田

八千代南保育園（6月4日）

第34回 町老連スポーツ大会

美土里 リハビリ体操
～（ころげん体操・歌体操・口腔体操）～
　　　　　　　　　　　いつも元気に行っています

高美園通所介護事業所（7月11日）

高　宮

ガムシャラフェス大成功！

頑張ってる人を応援する音楽イベント開催

甲　田 収穫間近！特産えびす茶

保垣地区圃場（7月1日）

向　原

今に引き継ぐ　協同一致

4年ぶりの開催！

八千代 コロナ禍の中の運動会！
楽しいな！

第74号 ２０２２（令和４）年８月１５日発行

あんな  こんな

地域のかがやき

一問一答 

7人が市政を問う6月定例会
第1回臨時会
常任委員会報告

賛否表
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市議会のページ

･･･････････  2～　6
･･････････････  6
･････  7～11

･････････････････････  12

･･･  13～16
　

･････････  20

今回の題字は、 さん（甲田小学校6年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

移動式投票所：吉田高校内で期日前投票する生徒達（7月5日）

おおたに つ き の


